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────────────────────────────────────────── 

令和６年 第１回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第２日） 

令和６年２月28日（水曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

令和６年２月28日 午前10時00分開議  

         開議の宣告 

         請願の上程 

         議案質疑 

    日程第１ 承認第１号 令和５年度日出町一般会計補正予算（専決第２号）について 

    日程第２ 承認第２号 日出町国民健康保険税条例の一部改正について（専決処分） 

    日程第３ 議案第１号 令和５年度日出町一般会計補正予算（第７号）について 

    日程第４ 議案第２号 令和５年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に

ついて 

    日程第５ 議案第３号 令和５年度日出町介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

て 

    日程第６ 議案第４号 令和５年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について 

    日程第７ 議案第５号 令和５年度日出町下水道事業会計補正予算（第３号）について 

    日程第８ 議案第６号 令和６年度日出町一般会計予算について 

    日程第９ 議案第７号 令和６年度日出町国民健康保険特別会計予算について 

    日程第10 議案第８号 令和６年度日出町介護保険特別会計予算について 

    日程第11 議案第９号 令和６年度日出町後期高齢者医療特別会計予算について 

    日程第12 議案第10号 令和６年度日出町水道事業会計予算について 

    日程第13 議案第11号 令和６年度日出町下水道事業会計予算について 

    日程第14 議案第12号 日出町特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部改

正について 

    日程第15 議案第13号 日出町監査委員条例の一部改正について 

    日程第16 議案第14号 日出町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部改正について 

    日程第17 議案第15号 日出町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改

正について 
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    日程第18 議案第17号 日出町道路占用料徴収条例の一部改正について 

    日程第19 議案第18号 日出町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

    日程第20 議案第19号 日出町水道事業給水条例の一部改正について 

    日程第21 議案第20号 日出町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部改正につ

いて 

    日程第22 議案第21号 日出町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部改正について 

    日程第23 議案第22号 日出町総合計画審議会条例の一部改正について 

    日程第24 議案第23号 日出町障がいのある人もない人も健やかで安らかに暮らせるま

ちづくり条例の一部改正について 

    日程第25 議案第24号 日出町行財政改革審議会条例の一部改正について 

    日程第26 議案第25号 日出町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部改正について 

    日程第27 議案第26号 大分市の公の施設を日出町の住民が利用することに関する協議

について 

    日程第28 議案第27号 別府市の公の施設を日出町の住民が利用することに関する協議

について 

    日程第29 議案第28号 町道の廃止について 

    日程第30 議案第29号 町道の認定について 

    日程第31 議案第30号 町道の認定について 

    日程第32 同意第１号 日出町教育委員会委員の任命について 

    日程第33 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

    日程第34 諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

         議案及び請願の委員会付託  

    日程第35 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

         開議の宣告 

         請願の上程 

         議案質疑 

    日程第１ 承認第１号 令和５年度日出町一般会計補正予算（専決第２号）について 
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    日程第２ 承認第２号 日出町国民健康保険税条例の一部改正について（専決処分） 

    日程第３ 議案第１号 令和５年度日出町一般会計補正予算（第７号）について 

    日程第４ 議案第２号 令和５年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に

ついて 

    日程第５ 議案第３号 令和５年度日出町介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

て 

    日程第６ 議案第４号 令和５年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について 

    日程第７ 議案第５号 令和５年度日出町下水道事業会計補正予算（第３号）について 

    日程第８ 議案第６号 令和６年度日出町一般会計予算について 

    日程第９ 議案第７号 令和６年度日出町国民健康保険特別会計予算について 

    日程第10 議案第８号 令和６年度日出町介護保険特別会計予算について 

    日程第11 議案第９号 令和６年度日出町後期高齢者医療特別会計予算について 

    日程第12 議案第10号 令和６年度日出町水道事業会計予算について 

    日程第13 議案第11号 令和６年度日出町下水道事業会計予算について 

    日程第14 議案第12号 日出町特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部改

正について 

    日程第15 議案第13号 日出町監査委員条例の一部改正について 

    日程第16 議案第14号 日出町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部改正について 

    日程第17 議案第15号 日出町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改

正について 

    日程第18 議案第17号 日出町道路占用料徴収条例の一部改正について 

    日程第19 議案第18号 日出町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

    日程第20 議案第19号 日出町水道事業給水条例の一部改正について 

    日程第21 議案第20号 日出町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部改正につ

いて 

    日程第22 議案第21号 日出町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部改正について 

    日程第23 議案第22号 日出町総合計画審議会条例の一部改正について 

    日程第24 議案第23号 日出町障がいのある人もない人も健やかで安らかに暮らせるま

ちづくり条例の一部改正について 
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    日程第25 議案第24号 日出町行財政改革審議会条例の一部改正について 

    日程第26 議案第25号 日出町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部改正について 

    日程第27 議案第26号 大分市の公の施設を日出町の住民が利用することに関する協議

について 

    日程第28 議案第27号 別府市の公の施設を日出町の住民が利用することに関する協議

について 

    日程第29 議案第28号 町道の廃止について 

    日程第30 議案第29号 町道の認定について 

    日程第31 議案第30号 町道の認定について 

    日程第32 同意第１号 日出町教育委員会委員の任命について 

    日程第33 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

    日程第34 諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

         議案及び請願の委員会付託  

    日程第35 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番  多田 利浩君        ２番  阿部 峰子君 

３番  河野 美華君        ４番  岡山 栄蔵君 

５番  豊岡 健太君        ６番  安部 徹也君 

７番  衛藤 清隆君        ８番  阿部 真二君 

９番  上野  満君        10番  金元 正生君 

11番  川西 求一君        12番  岩尾 幸六君 

13番  池田 淳子君        14番  森  昭人君 

15番  熊谷 健作君        16番  工藤 健次君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 
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局長  山口 佳子君       次長  河野 裕治君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 本田 博文君  副町長 ………………… 一丸 淳司君 

教育長 ………………… 恒川 英志君  会計管理者兼会計課長 … 工藤 明美君 

総務課長 ……………… 河野 匡位君  財政課長 ……………… 古屋秀一郎君 

政策企画課長 ………… 梶原 新三君  まちづくり推進課長 … 藤本 周司君 

税務課長 ……………… 波津久 誠君  住民生活課長 ………… 伊豆田政克君 

介護福祉課長 ………… 宇都宮 博君  子育て支援課長 ……… 満石加寿美君 

健康増進課長 ………… 木付 達朗君  農林水産課長 ………… 河野 一利君 

都市建設課長 ………… 須藤 淳司君  上下水道課長 ………… 中山 雅広君 

教育総務課長兼学校給食センター所長 … 安田  恵君  学校教育課長 ………… 竹内 由佳君 

社会教育課長兼町立図書館長 … 河野 英樹君  代表監査委員 ………… 井上 哲治君 

監査事務局長 ………… 西村 浩明君  農業委員会事務局長 … 麻生 康弘君 

総務課参事兼危機管理室長 … 後藤 将児君  総務課課長補佐 ……… 赤野 公彦君 

財政課課長補佐 ……… 間部  大君                     

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（工藤 健次君）  皆さん、おはようございます。 

────────────・────・──────────── 

開議の宣告 

○議長（工藤 健次君）  ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

 開議に先立ちまして、初日の諸般の報告において追加報告をさせていただきます。 

 去る１月２６日に大分県町村議会議長会主催の研修会が日出町中央公民館ホールで開催されま

した。「行政を動かす質問の極意」と題し、前逗子市長の平井竜一氏を招いて、一般質問で何を

問うべきか、一般質問の組み立て方などについて講義を受けました。また、昨年９月議会におい

ての一般質問の質問内容と答弁を用いて、具体的な質問に対する切り口、議会としての姿勢など

のアドバイスをいただくことができました。日々政策論争ができるよう研鑽を積まれている議員

各位におかれましても、大変ためになる内容であったことと思います。今後も実りある研修を計

画してまいりますので、出席をお願いいたします。 

 以上で、報告を終わります。 
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 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

請願の上程 

○議長（工藤 健次君）  本日までに受理した請願１件につきましては、お手元に配付したとおり

であります。 

 なお、請願につきましては、写しにより説明を省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、請願については説明を省略すること

に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

議案質疑 

日程第１．承認第１号 

日程第２．承認第２号 

日程第３．議案第１号 

日程第４．議案第２号 

日程第５．議案第３号 

日程第６．議案第４号 

日程第７．議案第５号 

日程第８．議案第６号 

日程第９．議案第７号 

日程第１０．議案第８号 

日程第１１．議案第９号 

日程第１２．議案第１０号 

日程第１３．議案第１１号 

日程第１４．議案第１２号 

日程第１５．議案第１３号 

日程第１６．議案第１４号 

日程第１７．議案第１５号 

日程第１８．議案第１７号 

日程第１９．議案第１８号 
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日程第２０．議案第１９号 

日程第２１．議案第２０号 

日程第２２．議案第２１号 

日程第２３．議案第２２号 

日程第２４．議案第２３号 

日程第２５．議案第２４号 

日程第２６．議案第２５号 

日程第２７．議案第２６号 

日程第２８．議案第２７号 

日程第２９．議案第２８号 

日程第３０．議案第２９号 

日程第３１．議案第３０号 

日程第３２．同意第１号 

日程第３３．諮問第１号 

日程第３４．諮問第２号 

○議長（工藤 健次君）  日程第１、承認第１号令和５年度日出町一般会計補正予算（専決第

２号）についてから、日程第３４、諮問第２号人権擁護委員の候補者の推薦についてまでの承認

２件、議案２９件、同意１件、諮問２件、請願１件を一括条程し議題とします。 

 これより議案質疑を行います。通告により質問を許可します。質問席からお願いします。なお、

質問は、１議案につき３回までとなっています。 

 ７番、衛藤清隆君。衛藤清隆君。 

○議員（７番 衛藤 清隆君）  ７番、衛藤清隆です。議案質疑を行います。 

 議案第１４号日出町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正についてで

す。 

 今回の条例改正では、現在の消防団員を基本消防団員とし、機能別消防団員を追加する条例で

す。今、日本では東日本大震災、熊本地震、能登半島地震と大きな自然災害が発生しております。

また、それに伴い、津波、土砂災害、火災などが発生しております。この日出町は災害の少ない

安全な町となっていますが、活断層も存在しており、大地震がいつ発生しても不思議ではありま

せん。 

 また、山々には多くの太陽光発電施設も建設されています。線状降水帯でも発生すれば大災害

の恐れがあります。 

 そんな中、日出町消防団員は、条例定数を大きく下回り、今なお減少し続けています。人口割
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にしても、県下最低の人員です。そんな中、大きな火災、また大規模な土砂災害発生時に対応で

きるのでしょうか。この条例は、町民の生命・財産を守るための備えとして必要な改正だと思っ

ています。自然災害はいつ発生するか分かりません。早めの発足が望ましいと思いますが、予定

としていつ頃の発足を目指すのか、また、団員規模はどうなるのかお聞きをいたします。 

○議長（工藤 健次君）  総務課参事兼危機管理室長、後藤将児君。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 今回の条例案の中で、消防団員の種類を基本消防団員と機能別消防団員に分けたいと考えてお

ります。機能別消防団員については、制度上の発足日は条例施行日の令和６年４月１日になりま

すが、具体的な活動については発足式を行い、活動内容の説明等を行ってからになると考えてお

ります。現時点、発足式の日程は未定ではありますが、新年度になり、できるだけ早い時期に行

いたいと考えております。また、現時点の入団希望者は２３名になります。今後も引き続き、基

本消防団員と併せて入団希望者を募っていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  衛藤清隆君。 

○議員（７番 衛藤 清隆君）  次に、第３条の３項に、機能別消防団は町長が別に定める特定の

消防事務を処理する消防団員とありますが、よく内容が分かりません。どのような活動になるの

か、活動内容についての考えをお聞きいたします。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 機能別消防団の活動内容につきましては、別途要綱を定めることとしていますが、主な活動内

容は、昼間の火災における消火活動や災害時の救助活動において、基本消防団員の後方支援を予

定しております。 

 また、日出町消防団が行う諸行事及び訓練に参加をすることは要しませんが、消防活動に必要

な訓練の要望があれば、実施をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  衛藤清隆君。 

○議員（７番 衛藤 清隆君）  最後に、日常発生する火災や災害については、基本消防団員が処

理に当たってくれます。機能別消防団員については、年額報酬を支給しないとあります。常時訓

練・活動するのではなく、大規模災害時に対応するための備えとしてですので、必要ないと考え

ます。ただ、大規模災害時の出動になりますので、危険が伴います。団員を守るための保障制度

はどうしているのか、また災害現場での装備で長靴やヘルメット等の支給は考えているのか、お

聞きいたします。 
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○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 機能別消防団員の消防団活動中の負傷や死亡及び退職金につきましては、基本消防団員と同じ

保障が受けられるようになります。また、装備につきましても消防団員と同じく活動服等を貸与

いたしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  衛藤清隆君。 

○議員（７番 衛藤 清隆君）  基本的には、現在の消防団員が増えていくのがよいのですが、現

状では難しいような気がしています。いつまでもこの日出町が安全な町であってほしいのですが、

自然災害はいつ発生するか分かりません。改正されれば、備えとして早急な発足をお願いしたい

と思います。 

 以上で、議案質疑を終わります。 

○議長（工藤 健次君）  以上で、議案質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

議案及び請願の委員会付託 

○議長（工藤 健次君）  お諮りします。ただいま議題となっております承認２件、議案２９件、

同意１件、諮問２件、請願１件をお手元に配付しております付託表のとおりそれぞれの所管の常

任委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、承認２件、議案２９件、同意１件、

諮問２件、請願１件をそれぞれの所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３５．一般質問 

○議長（工藤 健次君）  日程第３５、一般質問を行います。 

 なお、２月２６日の議会運営委員会におきまして、今定例会の一般質問は、今日と明日の２日

間で実施することに決定しました。したがいまして、本日は受付番号４番までの４名、岡山議員、

豊岡議員、阿部真二議員、岩尾議員の４名の一般質問を実施し、後の５名の方は明日実施します。 

 議会報編集特別委員会より、議場内での写真撮影の申込がありましたので、日出町議会傍聴規

則第９条により、これを許可します。 

 それでは、順次質問を許します。４番、岡山栄蔵君。岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  おはようございます。４番、岡山栄蔵でございます。 

 本年１月１日に発生した能登半島地震において、多くの尊い命が奪われました。また、翌１月
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２日には羽田空港において、５名の方が犠牲となる航空機衝突事故が発生をしました。このたび

の震災・事故により、お亡くなりになりました方々にお悔やみを申し上げるとともに、被災した

方々にお見舞いを申し上げます。 

 さて、今回の質問では、大枠２点、まず１点目に、まちづくり構想についてと、２点目、公園

整備について質問をいたします。 

 それでは、１番目の、まちづくり構想についてお伺いをいたします。 

 現在は、第５次総合計画に沿って、住むことに喜びを感じるまちをテーマに、基本的政策７分

野を柱にまちづくりを進め、中間期には検証・見直しを行い、期間も残りあとわずかとなってお

ります。 

 基本的政策の項目にもあるように、産業振興により活力ある町をつくるとあるとおり、最初に

１点目として、企業誘致の在り方、産業振興についてお伺いをいたします。 

 昨年１０月、常任委員会で福井県に視察研修を行ってまいりました。研修地の大野市では、Ｓ

ＤＧｓの取組のほか、企業誘致について最近の取組と、企業誘致の成果について担当者のお話を

お伺いし、企業誘致に関する努力と御苦労に対し驚きを感じるとともに、企業誘致の心構えを担

当者から感じて帰ってまいりました。 

 大野市は、中部中間自動車道や北陸新幹線開業等、交通アクセスの違いや福井県全体の取組で

あることは、ここ、日出町とは大きく違いますが、手法であったり、事業内容は非常に参考にな

るものでありました。担当課長にも同行したので、後ほどまたお伺いをしたいと思います。 

 まずは、現在の川崎工業団地工場等の利用状況、また、今後の予定などがありましたらお伺い

をいたします。 

○議長（工藤 健次君）  財政課長、古屋秀一郎君。 

○財政課長（古屋秀一郎君）  それでは、岡山議員の御質問にお答えいたします。 

 工場棟の利用状況でございます。工場棟は６つの棟に分かれておりますが、現在、貸付可能な

５つの棟につきましては全て事業者に貸付を行っている状況でございます。 

 なお、北棟につきましては、耐震補強や屋上防水工事など、多額の整備費が必要となるため貸

付対象からは外しております。 

 また、未利用となっております北側の用地につきましては、日出町ホームページに情報を掲載

し売却先を募集している状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。 

 今、川崎工業団地内の企業数であったり、企業数はもちろん分かるでしょうけども、雇用の人
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数なんかは把握をされてますでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  財政課長。 

○財政課長（古屋秀一郎君）  議員の御質問にお答えいたします。 

 工場棟に今、貸し付けている業者数は、３つの業者でございます。 

 それから、従業員数については、すみません、今、手持ちに資料がございませんので、答弁は

できません。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  今、資料がないから人数は分かんないけども、実際、人数は把握

されているということでよろしいですか。 

 というのも、総合計画の中に、希望がかない、持続的に稼げる仕事プロジェクトという取組が

あるのです。その中で、もちろん見直し期間ももう過ぎていますけども、目標の指数が載ってい

るのです、企業数であったら１,２００社とか、町内の雇用が何人とかいう目標数値があるので、

その辺も、残り期間が少ないので、今からでも検証しながら、今後また進めていただきたいと思

っております。 

 関連して、あそこの工業団地だけではないんですけども、町内全体で見たときに、職場環境の

整備などの支援というのは町のほうで行っているのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長、藤本周司君。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは岡山議員の御質問にお答えいたします。 

 確かに、視察先でそういう支援をされているというお話を伺いました。子育てサポート等をさ

れているというふうに伺いました。現在のところ、日出町ではそういう実情はございません。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  次の問いにも関連してくるのですが、県のほうでは就労支援であ

ったり、仕事子育てサポート事業という事業があって、補助率２分の１の、金額は少ないのです

けれども１０万円以下だったと思うのですけれども、そういった事業など多くの支援策が県のほ

うあるので、その辺は町単独で事業を進めていくというのもこれからは難しいと思うので、ぜひ

県のほうに問合せて、そういった部分をぜひ調査をされてみてください。 

 次の問いですが、企業誘致の際、どのような優遇措置があるのかをお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは岡山議員の御質問にお答えいたします。 

 企業誘致に対する優遇制度につきましては、企業立地促進条例に基づく制度がございますので、
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その内容について御説明いたします。 

 まず、固定資産税に対する補助につきましては、新増設に伴って取得した土地や建物、償却資

産等に係る固定資産税額の２分の１の額を３年間補助をいたします。 

 次に、用地や建物の取得費に対する補助につきまして、新増設に伴って取得した土地及び建物

に対する費用の１０分の２の額について最大で２千万円まで補助を出します。 

 最後に、建物に対する賃借料の補助につきまして、新増設に伴って事業所等の建物を借りた場

合、賃借料の１０分の３の額について１年度につき２００万円まで、３年間で６００万円まで補

助をするという内容になっております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。 

 今、説明いただいたんですけれども、今回、この質問に当たってもそうですけれども、以前か

ら、企業誘致に関しての優遇措置に関しては私も調べさせてもらったんですが、特に課長が思う

に、日出町でこれは特別だというような中身はあるんでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  質問にお答えいたします。 

 ほかの市町村も参考にさせていただきながら補助制度を考えておりますが、日出町が特別だと

いうのはないというふうに感じております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ですよね。私も見ながらそうなのかなとは、なかなかこういった

部分を特別、日出町のほうが突出して何かできるというのはなかなか正直ないとは思うんですけ

れども、企業誘致を各企業であったり、各地方のほうに職員の派遣して、誘致に行ったとき、活

動したときに、ＰＲをする際に、先ほどの問いにもありましたが、企業の誘致、優遇措置を説明

するのは当然なんですけれども、働く方への支援なども説明して、先ほど言った、日出町がして

いなくても県ではこういう支援を働く方に対してされていますよという、誘致をする際に付加価

値をつけて、少しでも企業誘致に行った先に印象をつけて来るというか、よい印象をつけていく

のも１つの方法ではないかなと思うんですが、その辺はどう考えますか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは質問にお答えいたします。 

 国の制度で労働環境に対する補助等もありますので、そういう説明も含めて企業誘致のアピー

ルをしたりとか、あとほかの市で、先ほど申されました子育て支援制度等で、融資に優遇が受け
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れるとか、そういう制度があるというふうに認識しております。そういうのを研究・調査して、

今後生かせていければなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。そうですね、企業のほうも認定事業者と

か、そういう子育てに関していろいろありますので、またその辺も調査をぜひされてください。

そしてまた、ほかとは違う付加価値をつけて、よい印象をつけて企業誘致のほうを取り組んでい

ただきたいと、その辺はお願いいたします。 

 次に、（２）番、北側用地造成工事についてお伺いをいたします。 

 正直、これ議案質疑か悩んだのですが、こちらのほうで質問いたします。今回、私どももいき

なり予算に上がってきて、びっくりする方も正直、議員の中ではおられたと思います。担当課や

関係各課としっかりと協議をした上でのものだと思っております。 

 まず、これまでの経緯や考え、そしてまたここ大事なんですけど、どういった思いで今回上げ

てきたのか、予算計上したのか、お伺いいたします。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは、岡山議員の御質問にお答えいたします。 

 川崎工業団地北側用地につきましては、本定例会の当初予算案で計上をしておりますとおり、

令和６年度に造成工事を実施させていただきたいというふうに考えております。その予算計上に

至った経緯について御説明をさせていただきます。 

 企業が立地を考える場合に、造成済みの用地を求めているケースが割とございます。例えば、

１年後に工場を稼働させたいといったときに、時間的な制約があるケースにおきましては、未造

成の北側用地は立地の対象から外れてしまうことになります。これまでにそういったケースが数

件ございました。そのため、当課といたしましては、かねてより北側用地の造成を行いたいと思

っていたところでございますが、予算の兼ね合いもございまして、実施ができない状況でござい

ました。 

 令和４年度に時間的な制約がネックになる案件が再度発生をいたしました。そういったことか

ら、先行して造成することの必要性を考えまして、令和６年度の新規重点事業として提案をさせ

ていただいたところでございます。以前の予算状況とは異なりまして、まちづくり基金にも一定

の積増しが図られております。基金を活用しての事業実施を、当初予算で計上をさせていただい

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 
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○議員（４番 岡山 栄蔵君）  これは令和４年度から具体的実施に向けて考えたということでよ

ろしいですね。 

 これまでもそうなんですけれども、所管委員会で少し説明のほうをしていただいたほうがよろ

しかったのではないかと思っております。というのも、これまで議員のほうから提案やいろいろ

提言、要望などを行ったときに、常に予算がないであったりとか、財源はどうするんだとか、そ

ういった話がよく出てきます。非常に前向きではない答弁というか返答が常に返ってきているな

というのは、私自身感じておりました。 

 しかし、今回の予算に上がってきて、実際議員のほうも数名かは、財源はどうするんだろうと

か、予算はどうするんだろうというのも心配ですし、ひょっとしたらまた企業と話ができていた

んじゃないかとか、変な意味で勘ぐってしまうというか、そういったこともありますので、その

辺は事前に説明しなかったというのはどのように考えますか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは御質問にお答えいたします。 

 所管の委員会で報告をしていなかったという件につきましては、規模、金額から事前に報告を

すべきであったというふうに反省をしております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  もちろんこれだけの規模なので、職員の方も今すごく若い職員の

方が多いので、一生懸命考えて作られたものだと考えておりますので、今後、こういった大きな

金額もそうですし、日出町の未来を見据えた上で事業を行っていくことに関しては、ぜひこうい

った事案は是正していただきたいと思っております。 

 次の問いですが、造成工事の内訳というものはどういうふうになっておられるでしょうか。造

成工事といってもいろんな工種があるでしょうから、附帯工事も含めてどういった内容なのか教

えてください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは議員の御質問にお答えいたします。 

 造成工事の内容につきましては、北側用地内に植わっております樹木の伐採・抜根を実施しま

して、取付道の設置も含めた造成工事、いわゆる工種としては土木工事を考えております。また、

３区画への取付道の設置も予定しております。 

 給排水となります上下水道等の工事につきましては、企業の立地が決まり、工場等の建設場所

が確定してから実施をするように考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。 

 今回、３区画ということで、両隣が１万平米規模ですかね。真ん中がすごい広いように感じる

んですが、その辺は計画時に何か予定があってというか、何か理由があってこういう形にしたん

でしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それではお答えいたします。 

 平成３０年度に北側用地の測量設計を行いました。ただ、今、議員がおっしゃられたとおり、

その際に１区画が約８,５００平米、２区画が３万１,７００平米、３区画が約９,３００平米と

いう区分けにしております。御存じのとおり、北側用地は標高の一番高いホンダ太陽側から川崎

体育館方面に向かって傾斜をしております。その高低差は１６メートルあるということでありま

す。傾斜地の造成ということもありまして、敷地内の土による切土と盛土ということで設計をし

ておりますが、下水道への接続や町道への接道、既存企業、トーワカーゴが今ありますけれども、

その場所の標高などを考慮した結果、こういった区画分けがいいのではないかという提案をその

設計のときに受託業者から受けました。そういったことで、このような造成計画にしております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ということは、造成工事自体、場内の土の流用でするということ

でよろしいですね。 

 そうですね、１万平米、８千ちょっと、９千平米弱ぐらいの規模だと、割と企業というのは探

しやすいとは正直思うんですけれども、３万平米になると結構な広さになると思われます。この

辺でいうと、大分市内の宮河内インター降りてすぐの流通業務団地であったりとか、合同新聞の

印刷センターがあるところですね。あそこで言うと、２万、３万とかいう広さの規模の工業用地

を使っている企業等もありますけれども、結構大きな物流関係の工場であったりとか、結構大き

な企業になってくると思われます。その分、入ってくる企業も結構大きな企業で限られてくるの

かなと正直思っております。 

 大きい用地を用意するということは、担当課のほうが大きい企業を誘致するという強い意気込

みだと私は感じておりますので、その辺は大いに期待をして待っておきたいと思っております。 

 次の問いですが、今後のスケジュールについてはどのようになっているのか、お聞かせくださ

い。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは御質問にお答えいたします。 
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 測量設計は平成３０年度に実施をしておりますが、一部形状の変更も考えておりますので、新

年度当初に設計変更を検討しているところでございます。設計変更完了後に地元の説明会を行い

たいと考えております。 

 また、大分県との開発協議を重ねて、許可が下り次第、発注したいと考えております。完了時

期につきましては、来年３月末の完了を目指して工事を進めてまいりたいというふうに考えてお

りますが、工事の遅れ等が発生する可能性もございますので、予算が決まりましたら、その進捗

状況等は委員会のほうで報告をさせていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ちょっと今、決まったていで話をしてしまったんですけども、し

っかり今後、この定例会で予算委員会ででも、しっかりその辺は議員の皆さんに伝わるように説

明していただいて、承認していただいて、その後のスケジュールということになりますので、し

っかりとその辺は説明していただきたいと思います。 

 そして、気になったのが地元説明会というのは、どの辺まで考えておられるのでしょうか、地

域的にですね。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それではお答えいたします。 

 最初のこの計画を考えた平成３０年度、令和元年度に調整会議でこの絵が決まったというふう

に聞いておりますけれども、その際に地元の方には説明は一度はしているというふうに聞いてお

ります。具体的な範囲はまだ決定しておりませんけれども、やはり水、配水の関係で池の水利権

者は特に必要かなと思っております。今後どういう範囲でやるかは考えていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  説明するに当たって少し気になるのは、あの辺はどうしても、私

も地元の議員ですので、川崎の内野地区が近いので、子供の通学路でもあるし、子供がすごく多

いので、地域の方に細かな説明というのはされた方がいいのかなとは思っております。 

 そして、また私ども議員も日頃から町民のところにいろんな困り事がないかとか、いろんな事

案で顔を出していますので、議員のほうもそれなりに周知をするというのが議員の仕事だと思っ

ていますので、その辺が分かり次第、また担当委員会並びにまた全協のほうで伝えていただけた

らなと思っております。 

 次に、（３）番、川崎浜田工業用地についてとありますが、川崎工業用地、２か所、浜田工業

用地、則次地区のと、千騎地区の工業用地です。その２か所についてお伺いをしたいと思います
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が、これまで企業誘致についてどういった取組をされてきたのか、お伺いをいたします。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは議員の御質問にお答えいたします。 

 川崎浜田工業用地、則次の工業用地への誘致につきましては、県外企業訪問時において御説明

させていただいたり、県や企業などから問合せがあった場合は御紹介させていただいたりしなが

ら、誘致活動を進めているところでございます。千騎の用地につきましては、民間所有の未造成

の土地でございます。この用地への企業誘致につきましても、先ほどの則次の川崎浜田工業用地

と同様の取組をしております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  今まで企業誘致取組を行ってきた中で、なかなか正直決まってい

かないというのは本音だと思うんですけれども、誘致する際に何か改善点といいますか、何か協

議をされたことはありますか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  協議というのは改善策ですか。そうですね。議員の質問

にお答えいたします。 

 主な行動としましては、会社訪問になってくると思います。できるだけ県の東京事務所等から

御紹介をいただいたりとか、地元に進出している企業、大分県出身の方が経営されている企業等、

多くピックアップをして訪問をしていくようにしております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  誘致をする際の、先ほども出たんですけれども、ＰＲに関しての

改善があればと思ったのですが、その辺はないということでよろしいですね。 

 あと、その２か所の工業用地については、２か所とも道路事情が正直あまりよろしくないとは

思われるのですが、その辺は担当課とはインフラ整備について、そういったものは協議をされて

いるのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  議員の御質問にお答えいたします。 

 現在のところは道路等のインフラ整備の取組は行っておりません。ただ、企業立地が決定した

場合には、関係課と話し合って道路管理を行っているのが大分県になると思いますので、大分県

と協議を行ってまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  そうですね、千騎のほうは、杵築方面から来る緩やかな上りの

カーブで、非常に出口が見にくいと。浜田工業用地のほうに関しては、日出駅前のまた狭い三叉

路ですか、渋滞も多くなるような地域ですので、いずれも県道ですので、また県のほうと、駅前

のほうは協議はされていると思うんですが、いずれにしてもインフラ整備というのはしていかな

いといけないと思っているので、その辺も事前に協議できるところがあれば、ぜひしていただき

たいなと思っております。 

 最後の質問になります。企業誘致に関すれば、町長はトップセールスマン的要素が強くなけれ

ばならないと考えております。質問の最後に、町長の企業誘致の心構えをお示ししていただきた

いと思っております。 

○議長（工藤 健次君）  町長、本田博文君。 

○町長（本田 博文君）  私の企業誘致に対する心構えということでございますけども、最初にお

詫びを申し上げたいと思います。川崎工業団地の造成工事で、詳細な御説明をこれまでなかった

というところを、大変申し訳なかったというふうに思っております。 

 そういったトップセールスに当たっての心構えということでありますけども、あれだけの大規

模な工業団地に企業に来てもらうということになると、それなりの活動が必要であるというふう

に思っています。県等のお力も借りることはもちろんですが、企業誘致に当たっては、私も積極

的に取り組んでまいりたいというふうに思っております。御協力をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  町長のそういった気持ちが伝われば、必ず企業誘致はできると思

っておるので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 そしてまた、今朝の新聞で、大分市のほうが県と連携をして企業誘致を進めるという記事もあ

りましたように、また県のほうともしっかり協議していただいて、企業誘致に努めていただきた

いと思っております。 

 次に、２点目の質問です。 

 町内各地域で宅地開発が進んできております。転入・転居者が増えてきて、宅地の増加に伴い

交通量も増え、以前の生活道路とは大きく変わってきています。（１）として、今申し上げた変

化について、町の見解をお伺いいたします。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長、須藤淳司君。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  それでは岡山議員の御質問にお答えいたします。 

 日出町の人口は、ここ１０年で緩やかな減少傾向にありますが、世帯数は逆に増加傾向にあり

ます。地区別では、南端と大神を除いた４地区で世帯数が増加をしております。その要因の１つ
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は、民間主導の住宅開発が要因ではないかと考えております。その結果、住宅開発が集中してい

る区域の周辺道路は、時間帯によっては渋滞を引き起こし、また交通事故の発生が懸念される箇

所があると考えております。町の見解としましては、渋滞や事故を減少させるインフラ整備が道

路管理者としての責任であるというふうにも考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。 

 先ほどの企業誘致の件でも少し出てきたのですが、総合計画の中に、施策の一つに、宅地開発

や企業立地などのニーズを十分に踏まえた計画的な道路整備を行うという箇所がありますが、今

回、増えてきて、見直しを行ってきただろうとは思うのですけれども、今、新たに計画というの

は、また出し変えているのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  議員が今説明されました総合計画の中は、その内容で現在も進

めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  特に、見直してまた変更をされたんですよね。されてないという

ことですか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  今の現在の総合計画の中で、ニーズに沿うような計画的なイン

フラ整備を行うという目標について進めているというところでございます。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ちょっと噛み合わなかったのですけども。 

 次に、地域からの要望というのは増加に伴って増えてきているのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  お答えいたします。 

 都市建設課の道路に関する要望なんですが、令和５年度におきましては、区長からの要望とし

まして１４件の要望書が提出されております。そのうちの１２件は道路施設の修繕要望が主でし

て、そのほかには人口増加に伴う道路拡幅の要望が１件、住宅緩和策の要望としまして１件とな

っております。 

 以上です。 
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○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  昨年の常任委員会のときにも、この話はさせていただいたとは思

うんですけれども、地域の要望が上がってきていないかという話で、そのときも十数件あったと

思われるんですが、それからは変わっていない状況ですか。それとも次々出て消化して、工事が

終わって、次々上がってきて十数件まだ溜まっている状態なのか。それとあと……一問一答なの

で、それをお願いします。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  先ほど申しましたように、ほとんどが修繕要望が多いと思いま

す。部分的な拡幅とか、そういったところについては随時行っておりまして、今年度も１５０件

を超える修繕に対する依頼というのは、要望書とは別にございまして、現在のところ、材料支給、

それから舗装修繕、交通安全の対策、それと一般的な修繕ということで現在２１６件の箇所につ

いての整備予算を出しております。 

 議員が言われました、毎年のできなかったところの修繕についてもほとんど行っておりますが、

道路の拡幅については要望が出ているところについて、どうしても用地が絡んでいるところにつ

いては、保留だったり、継続だったりになっております。 

 また、学校周辺の川崎小学校や豊岡小学校とかについては人口が増加しているところにござい

ますが、そういったところについては道路の拡幅なり歩道の設置、それからちょうど内野地区か

ら川崎方面に行くところでの歩道がないところについての張り出し歩道も含めて進めているとい

うことでございます。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  私が心配したのは、昨年から言ってきているのですが、当初予算

で増額を前回お願いしたと思うんですね。今回増額もされていない、前年度と同じ金額で修繕費

も材料支給もあったり、その辺も金額の変わりがないなとは思ったんですが、その辺は要望のほ

うがあまり変わっていないのかなと正直思っていたんですが、その辺はまた増えれば増額をする

という補正をかけるという考えでよろしいですかね。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  今のところ、現在は当初予算の中でやりくりするというところ

で進めておりまして、今、先ほど言いましたように２１６件の支出をしております。いわゆる材

料を支給することによって諸経費を浮かせるとか、ある工事をやっているところの近くのときに

タイミングよく修繕するとかいうことで重機の運搬を減らすとか、業者さんにとっては大変負担

といいますか、厳しいかもしれませんが、その辺は予算と相談しながらやりくりするのを大前提
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としております。それでも今年度、大きな災害がございませんでした。そういった台風等集中豪

雨があれば、そのときにある程度の損傷が出るんですけども、それもございませんでしたので、

何とか今年度はやりくりしていく。ただ、議員が言われますように、どうしてもそれでもまかな

えないときはお願いしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  当初予算の審議をする段階で増額の話とかいうのはなかなかでき

ないとは思うんですが、私も引き続きいろんな地域のほうに出向いて、ニーズ調査を行ってまい

りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、（３）番の質問に入ります。 

 地域の特性を熟知している行政が、これからの政策を生かした方法で、町が宅地の開発をする

考えはないかということで、問いたいと思います。 

○議長（工藤 健次君）  財政課長。 

○財政課長（古屋秀一郎君）  それでは岡山議員の御質問にお答えいたします。 

 民間による宅地開発が、町内各地で現在進んでいる状況でございまして、現在のところ、町が

直接行う宅地開発の具体的な計画は立てておりません。新たな宅地を造成するとなれば、一定規

模の土地の確保が必要となってきますので、民間の開発状況や住民ニーズ等を勘案しながら、関

係課を研究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  もちろんよい返事がないというのは分かっていたのですが、最近

よく耳にする言葉、未来への投資という言葉ですね。そういう観点で質問をさせていただいてお

ります、今回は。１つ提案ですが、具体的な場所で言いますと、藤原の東部地区、そして川崎の

千騎・大峰地域ですね。耕作放棄地というのが結構目立ってきている地域ですので、そういった

地域を、逆に公社が土地を取得して、町が開発をすると。そして、これはサンクコストではない

ので、例えば３千平米の土地を取得して、条件によりますが１０区画ほどの宅地造成をすると。

その中で宅地造成をして、民間企業よりも安価な分譲を行えるということで、そういった取組を

して、子育て世帯を呼び込むと。そして、１区画が大体８０坪から１００坪、平均家屋、今

３０坪から３５坪ですか。そういった家ですと、土地家屋税が１世帯当たり大体１４万円程度と

なっています。そして、若い世帯は、大体２０、２５年から３５年でローンを組みますので、間

の３０年をとっても、１世帯４２０万円。最初の数年間は減免措置とかあるので、ちょっと数字

は変わってくると思うんですが、１０区画あれば、行政的には回収というのがふさわしいかどう
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かは分からないんですけれども、数字としては回収はできる見込みとなっています。いずれにし

ても、子育て世帯の少ない地域ですので、人口増、そして地域のにぎわいの観点から、こういっ

た取組というのはどのように考えるか、お聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  町長。 

○町長（本田 博文君）  町が宅地開発を行ったらどうかという話です。大変具体的で、分かりや

すい提案だったというふうに思っています。行政が宅地開発をやるというのも一つの手でしょう。

昭和４６年か４７年くらいから、辻間団地を開発を行ってきたように、そういったことで優良な

宅地を住民というか、宅地を求めている方に提供するというのは確かにいいことだというふうに

思います。 

 ただ、あれはまだ民間がああいう大きなことはできなかった時代のことでありまして、今、御

案内のように、日出町でもかなり大きな宅地開発を民間がやっています。民間活力導入という意

味でも、民間ができるところに行政が手を出すのではなくて、そういった方々の力で、人が住ま

れるだろうと見込まれるニーズは、彼らのほうが敏感に持っているのではないかと思いますので、

ここは一つ民間に任せて、町内で宅地開発を進めてもらおうというふうには思っています。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。今回の今、質問した趣旨が、未来への投

資という言葉を最初、出しましたけれども、あくまでも民間企業は立地条件のいい、景観のいい、

景色のいい場所を選ばれると思うんですよね。私が今言っているのは、地域に根差したと言いま

すか、地域の特性をよく分かっている行政だから、例えば人口が減っている地域であったりとか、

今、説明した地域、特に川崎の千騎であったり大峰にというのは、子供がいないんですね。正直。

子ども会も解散している地域ですので、そういった地域にまたにぎわいを持たせるという意味で

も、今回、提案をさせていただきました。 

 今後、いろんな施策等を出されると思いますが、今のうちに、この表現はよろしいかどうか分

からないんですけれども、種をまくじゃないですけれども、早いうちにそういった考えをまず持

っていただくというのも一つ必要じゃないかなと思っておりますので、今後またそういった部分

の調査なり研究をぜひよろしくお願いいたします。 

 続いて、大枠２点目、公園整備についてお伺いをいたします。 

 公園は誰もが利用できる身近な公的空間ですが、その利用目的は様々です。誰もが遊べるイン

クルーシブ公園機能や防災対策の拠点等多岐にわたり、求められる役割というのは一層多様化し、

コロナ禍以来、ニーズもますます増えている現状です。最初の質問でありますが、今現在１４あ

る公園のうち、利用の最も多い公園をお伺いいたします。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 
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○都市建設課長（須藤 淳司君）  それでは岡山議員の御質問にお答えいたします。 

 今議員が言われましたとおり、日出町都市公園条例で管理している公園は１４か所ございます。

利用者数が把握できる公園としましては、糸ケ浜海浜公園、安養寺ふれあい広場、黒岩公園、川

崎運動公園の４公園でありまして、最も利用者が多い公園は糸ケ浜海浜公園となっております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  その糸ケ浜海浜公園の利用の目的というのはどういった目的が多

いのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  ただいま御説明しましたように、把握できる公園ということで、

把握の方法は宿泊、それからパーゴルフの利用、テニスコート、イベント等で公園を利用すると、

そういったところでの予約、そういったもので人数が把握できるところについて一番多い公園が

糸ケ浜ということでございます。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございました。今回の質問は、スポーツとかそういっ

た部分ではなくて、小さなお子さんのいる親御さんや健康づくりでウォーキング等、ランニング

等されている方に対しての質問ですので、（２）番、次の質問ですが、利用者の年齢層も幅が広

いですが、そういった公園を利用する方のニーズ調査はどのようにされているのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  お答えいたします。 

 今、議員が言われたニーズとはちょっと違うかもしれませんが、以前も説明しましたが、日出

町のホームページ上で一番利用者の多い糸ケ浜海浜公園と、それから今後計画予定の豊岡公園に

ついてのニーズ調査というのはホームページ等で行っているところでございます。 

 ほかの公園のニーズ調査というのは特に改めてやっているということはございません。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  特にほかの公園ニーズ調査を行っていないということなんですが、

逆にほかの公園で遊具で遊ばれている方、子供さんであったり親御さんですね、そういった方か

ら苦情であったり、要望であったり、問合せ関係というのはないでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  お答えいたします。 
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 最近でありますと、豊岡の団地の公園ですね。そういったところでトイレの付近で樹木が大き

くなり過ぎて、すごく見通しが悪くなって、ちょっと怖いところがあると。そういったところで

やはりトイレの利用も非常に子供さんするのにちょっと危ないので、少し見通しをいいようにと

いうことで剪定をしたり間引きをしたりするところもありましたし、あとはこの１４か所ではな

いんですが、開発で行った公園の中で桜の木が大きくなりすぎて、その部分について家のほうに

当たっているので切ってほしいとか、あと、やはり開発の中でなった大きな樹木が倒れたので処

理してほしいとか、そういったところは見かけてはおります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  そういった木を切れという要望も確かに多いんでしょうけれども、

今回、逆に増やせという要望もあるんですけれども、冒頭申しましたけれども、インクルーシブ

機能のある公園というのはここ日出町では恐らくないとは思われるんですが、今後設置しようと

か、遊具のほうでそれを設置しようという考えはあるんでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  お答えいたします。 

 以前、公園の一般質問のときにも御説明したんですが、全ての子供さんに遊ぶ権利が公園には

ございますし、遊ぶ、参加をする機会が障がいのある、なしにかかわらず平等に保障されなけれ

ばいけないという、そういった目的で公園は設置されていると思いますので、今議員が言われま

したインクルーシブな公園ということで、誰でも、障がいを持たれている方も含めて遊べるよう

な公園というのを計画はしてますかということなんですが、日出町としましては、今、遊具の更

新等が今後出てくると思います。そのときに改めて同じようなものを作るのか、それとも先ほど

言いました車椅子の方が遊べるような施設を含めたようなものをするのかというのは、当然考え

ていかなくちゃいけないということで、それは内部の都市建設課の中では話をしております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  以前質問があったということなんですけれども、この辺は教育部

局のほうはどういうふうに考えておりますか。 

○議長（工藤 健次君）  教育長、恒川英志君。 

○教育長（恒川 英志君）  公園の利用につきましては、子供たちが放課後、一旦家に戻って、そ

れから友達と一緒に遊ぶ、非常に有意義な場所だというふうに捉えております。ただ、その中で

いろんな問題も起こっているのも事実でございます。遊具の使い方、公園の利用の仕方そのもの

でございますが、その指導につきましては各学校で指導していただいているところでございます。 
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 言いながらも、いろんな問題があるからそこで遊ぶなとか、そういう制限をするのではなくて、

子供の有効な時間、場所の使い方はこちらも奨励するものでございますので、そういった有意義

な公園が今後どんどん増えるのは子供たちにとっても大変有用なことだというふうに捉えており

ます。インクルーシブな公園という言葉がございましたけれども、もちろん学校でもインクルー

シブ教育を進めておりますので、そういう公共施設においても、そういう施設がどんどん増えて

いくのは子供たちの成長にとって大変有意義だというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。教育長のそういった言葉が聞けてよかっ

たと思います。 

 今、ちょうど公園の更新時期にも当たるということなんですが、そのインクルーシブ機能公園

というのが地面にゴムチップをまいたり、転んだときに衝撃を押さえるとか、体を支える力の弱

い子がブランコで遊ぶように、親御さんと一緒に遊べるようにちょっと大きなブランコを作った

り、また車いすの子供がトンネルの中をくぐって遊べるようにとか、トンネルくぐってまたネッ

トのトンネルがあるとか、そういった工夫をなされて、また保護者同伴でちょっと凸凹道を走ら

せるとか、なかなか車いすの子でも体の不自由な子でも遊べる場所というのが正直少ないと思い

ます。そういった部分も次回、また更新の際に計画を立てる上で、そういった部分も教育部局と

一緒にまた検討されていただきたいなと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 次の質問になりますが、豊岡公園は今、計画を途中、中の遊具であったり途中だと思われるん

ですが、そういった中に、公園の中に、バリアフリー化をする、そういったインクルーシブ機能

を持たせるというのは現在考えてはいないんでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  それではお答えいたします。 

 豊岡公園のバリアフリー化ということでございます。現在、豊岡公園は園路の改良と、それか

ら多目的広場、この２点のみの認可を受けての工事を令和７年度までに終わらせるということに

なっておりますが、議員が言われるように、今後のバリアフリー化、これは先ほど私が説明した

ように、全ての方が利用するのに適する公園ということであれば当然、そこは目指していかなけ

ればならないと思います。なおかつ豊岡公園については段々畑等を活用したような施設になると

ころもありますので、スロープ、そういったもので階段を極力なくしスロープを意識したような

形での、皆さんが歩いてでも通行できるような施設を目指していきたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 
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○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。担当課のほうがそういった考えを持って

いただけるんならありがたいです。国交省のガイドラインでは、公園のバリアフリー化というの

は各自治体に任せるような形で書いてると思われますので、その辺は担当課のほうがしっかりと

協議をされているということで安心をいたしました。 

 全ての人が楽しむことができるインクルーシブという考えを取り入れるというのは必要な視点

であり、今回、新たな公園整備を計画中ですので、今後、また調査や研究をぜひよろしくお願い

いたします。 

 最後の質問です。近年の猛暑・異常気象が続いてきています。夏の炎天下で遊ぶ子供もいるた

め、中心部にある大田公園の西側と南側に木陰や芝生エリアを設けてはどうでしょうか。現況、

植木のほうはあるんですけれども、間隔がとても広くて、休むほどの木陰ではないようです。実

際、私も買い物に行って、その公園に遊びに行ったときに、子供を連れて行ったときに、親御さ

んと話したりするときに、真夏は来たいけど、ここに子供は行きたがるんだけど、なかなか休む

陰がないと。東屋みたいな陰はあるけれども、スポット的に陰になっているだけで、やはり、緑

化すると、やっぱり真夏でも結構涼しいと思うんですよ。そういった部分を作る考えはないんで

しょうか。 

○議長（工藤 健次君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（須藤 淳司君）  それではお答えいたします。 

 先ほど木の伐採とか、間引きについては御説明したところなんですが、公園を特定するのはい

かがかなと思ったので、私はそれ以上言わなかったんですが、令和元年度までに大田公園、今、

議員が言われてましたように、東屋のような利用目的の施設を作っております。グラウンドゴル

フをよくされているところなんですが。それとあと常緑樹としまして、シマトネリコというそう

いう樹木を３本程度植えて、そのときは、やはりそこの利用者の方が暑くて陰がないということ

で、植えた経緯がございます。その周辺に、芝生もある程度植えたようにはありますが、そこが

ちゃんと機能しているかどうかというのが、いつもチェックしているわけではありませんので、

ここでは申し上げれませんが、一応そういう大田公園に関しては、一度対応はさせていただいて

おります。 

 ただ、その後もやはり、幼児用の遊具が、下の聖武幼稚園側のほうにもあるんですが、やっぱ

りああいったところに小さいお子様がいらっしゃるときに、保護者の方が陰が少ないということ

は、その以前からも聞いております。 

 議員が今言われました、西側とか南側というのは、グラウンドゴルフ側のほうということでよ

ろしいですか、のほうについても、先ほど言いました、木を植えたんですが、改めて今考えてみ
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ますと、やはり衝撃をなくしたりすることを目指していくという中で、遊具があるジムとかいろ

んなところの下の部分が今、土の状態で、滑り台で滑ったときに、転んだときには怪我をすると

いうようなことも、多々あったと聞いたことがございます。ですから、芝生化も含めて、そうい

ったクッション性なことも併せてできるのかなと、今思ったところなんですけれども、それも含

めて、もう少し利用者の方のお声を聞いて、緑化については、今の芝生しているところに木を生

やしたことでほかの遊びでできないとかいうことのないように、それも含めて、これもニーズは

どんどん変わっていきますから、私どもの考えも、どんどん変えていきたいと思っていますので、

ここは少し検討させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岡山栄蔵君。 

○議員（４番 岡山 栄蔵君）  ありがとうございます。 

 実際、今、現況の木があるところは、ちょうど南側は、電線にもう木がかかって、ちょっと手

入れしづらいような状況になったり、芝を植えているのは分かるんですけれども、やはり子供が

よく遊ぶから芝が枯れてしまったりとか、そういう場所が多いんですね。本当、真夏の暑い炎天

下という木陰に入ると、本当に涼しいので、課長の前向きな答弁をいただいたので、その辺はし

っかり協議していただきたいと思っております。 

 大田公園は、中心部で非常に利便性がよいことや、買い物後に立ち寄ったり、ウォーキングの

休憩所として、また子育て世帯の集いの場として、多くの方に利用してもらっている公園ですの

で、提案するからには私もニーズ調査をしっかり行って、具体的な根拠も添えて、これから提案

させていただこうと思っております。 

 以上で、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（工藤 健次君）  お諮りします。ここで１０分間休憩したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、１０分間休憩します。１１時２０分

より再開します。 

午前11時09分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時18分再開 

○議長（工藤 健次君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。５番、豊岡健太君。豊岡健太君。 
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○議員（５番 豊岡 健太君）  ５番、豊岡健太です。通告書に従って一般質問を行います。 

 今回、大きく２点伺いますが、まず災害に対する備えについて伺います。 

 今年の１月に発生しました能登半島地震を受け、自治体における災害対応の難しさが改めて浮

き彫りになったように感じました。災害対策関連の一般質問は毎回のように取り上げられる項目

であり、今回も複数の議員から通告が出ています。過去の答弁と重複する部分があろうかとは思

いますが、改めてここを日出町における災害に対する備えについて、現状や今後の計画を伺いま

す。 

 まず、①の質問です。大きな災害が発生した場合、避難生活が中長期に渡ることも想定されて

いるかと思いますが、その際、日々の食料が懸念されます。食料に限らず、災害用の備蓄品は各

自治体がそれぞれ独自の防災計画に沿って備蓄をしていますが、ここ日出町において備蓄してい

る食料に関して、どういった種類のものをおよそ何人分、また何日分を想定して備蓄管理してい

るか伺います。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長、後藤将児君。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 備蓄物資につきましては、大分県の災害時備蓄物資等に関する基本方針に基づき、計画的に備

蓄をしております。この基本方針では、東日本大震災における避難者数を大分県の人口で換算し

た１８万人を最大避難者数と想定し、県と各市町村の目標量を算出しています。日出町の想定避

難者数は４,９５０人で、その３日分の食料を自助・共助分、流通備蓄分、県・市町村分で分担

して備蓄することとしています。現在の日出町の備蓄量は、主食としてアルファ化米を１万

７００食分、副食を３,８００食分備蓄しています。このうち副食につきましては、まだ県の目

標数量に達していないため、来年度以降も準備・備蓄に努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  日出町では４,９５０人の３日分というお話でした。今、答弁の

あった備蓄食料に関して、避難所を利用される方で、食物アレルギーがある方も少なからずいら

っしゃることが想定されます。通告書に書いてあるように、神戸市や東京都杉並区のほか、多く

の自治体において食の安全を守る観点から、アレルゲンフリーの保存食を備蓄しています。日出

町地域防災計画の中にも、避難所での食物アレルギー対策が盛り込まれており、食物アレルギー

を有する避難者のニーズの把握や、アレルギーに配慮した食料の確保・配付等に努めると明記さ

れています。そこで、日出町の現在のアレルゲンフリー保存食の備蓄状況をお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えいたします。 
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 現在、主食のアルファ化米につきましては、全てアレルギー物質２８品目を使用していないも

のを備蓄しております。しかしながら、副食につきましてはアレルギー対応ができておりません

ので、今後の備蓄分につきましては、対応したものの備蓄を検討してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  主食は対応していて、副食がまだというお話でした。避難所で食

料を配付するような状況になった場合、こういった食物アレルギーがある方への対応方法という

のは、訓練等で行ってほしいなというふうに思うんですが、それへの対応はいかがでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えいたします。 

 ここ数年、避難所運営等の訓練はできておりませんけども、令和６年度以降、避難所の運営訓

練等を実施して、そういった対応についてもしっかりと備えをしていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  来年度以降から検討いただけるということで、ぜひしっかりと訓

練でもよろしくお願いしたいと思います。 

 先ほどの備蓄状況のように、ある程度、食料の備蓄や供給体制があっても、実際には様々な理

由から食べることができないというケースが過去の被災地では見られるようです。アレルギーだ

けに限らず、高齢者や乳幼児、慢性疾患者といった要配慮者への備蓄も課題かと思いますが、と

はいえ、まずは災害の備蓄、備えは自助が基本となりますので、まずは各自、各家庭が自身の食

料を最低３日分は準備しておくことが大切です。これらの啓発活動も併せて行っていただきたい

というふうに思います。 

 町長にお聞きしたいのですが、この中長期の避難生活を余儀なくされたときに、自助・共助の

次に、公助が大事になってきます。ぜひ計画的に、今申し上げた要配慮者への保存食の積極的な

備蓄を進めていっていただきたいというふうに思いますが、見解を教えてください。 

○議長（工藤 健次君）  町長、本田博文君。 

○町長（本田 博文君）  災害の発生当初はともかく中長期にわたった場合、生活の上でおっしゃ

るようなアレルギー対応というのは大変重要になってくると思います。アレルギーといっても数

多くあるようでありまして、全て対応というのはなかなか厳しいのかなというふうに思いますが、

そうは言ってもアレルギーを持っておられる方にとっては深刻な問題ですので、そこは訓練で、
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アレルギー対応の訓練というのはどういうのか、ちょっと私も想像がつきませんけども、備蓄の

中では考えていく必要があると思っておりますし、今おっしゃった要配慮者、高齢者とか乳幼児

とか、そういった方々の食料、これまで備蓄の中ではそこまでのことが考慮されていたのかなと

いうところがありますので、そのあたりも含めてこれからの備蓄に当たっては、要配慮者対応の

ものも準備をする必要があると思っています。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  前向きな答弁だと思います。ほかの自治体もこういった対応を急

いでいますので、ぜひ、日出町でもしっかりと準備していただきたいと思います。 

 次に、③の質問ですが、段ボールベッドやパーテーションの備蓄状況について伺います。過去

にも同様の質問があったかと思いますが、現在の状況について伺います。 

 日出町地域防災計画にも載っていますように、以前から避難所用に段ボールベッドやパーテー

ションを備蓄してきているというふうに思います。何年か前にコロナ感染症対応地方創生臨時交

付金を活用して追加購入されているかと思いますが、具体的にどの程度備蓄できているのかお聞

かせください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 現在の備蓄数は、段ボールベッド１７６個、パーテーション３１８個になります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ベッド１７５個ですかね。６個ですか。すいません、パーテーシ

ョンをもう１回よろしいですか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  パーテーションは３１８個になります。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  パーテーションについてですが、避難生活が長引くにつれて、プ

ライバシーの確保や防犯は大きな課題になっていくかと思います。特に女性は、着替えや授乳、

トイレや防犯などに不安を感じる人が少なくないというふうに言われています。今お聞きした

パーテーションは、サイズといいますか、高さはどのくらいあるのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 現在、備蓄しておりますパーテーションは、高さが１５０センチになります。 

 以上です。 
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○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  １５０センチだと座っている人からは見えないでしょうけども、

立ち上がったら丸見えになってしまうと思いますので、特に女性に対して配慮が欠けるのではな

いかと思いますが、そう思いませんか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えいたします。 

 １５０センチですので、例えば女性が着替えをするとか、そういったプライバシーについては

難しいというふうに考えておりますが、一応計画では各避難所で、女性の更衣室や授乳室等は別

の部屋を準備するというふうな計画をしております。ただし、避難所の場所によっては、そうい

った別室が用意できないというような避難所もあろうかと思いますので、そういったところの対

応についてはちょっと今後、検討が必要かなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  検討していただけるということでよろしいですかね。 

 当然、周囲から見えないよう十分な高さは必要だと思うのですが、その反面、読売新聞の記事

によりますと、佐賀県武雄市の例ですけれども、３年前の夏に発生した大雨による災害のとき、

空調のない避難所において、夏の暑い時期には、逆に風通しが悪くなり暑いという理由から、段

ボールのパーテーションを使わなかったという事例もあったようです。季節によってパーテーシ

ョンの種類を変えるというのは、予算の関係上難しいと思いますが、そういったことも考慮して、

ぜひ今後、参考にしていただきたいというふうに思います。 

 次に、④の質問です。備蓄食の消費期限管理を含め、在庫管理はどのように行っているかお聞

かせください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 備蓄品の在庫管理は、危機管理室におきまして、パソコンで表計算ソフトを利用して行ってお

り、食料や飲料水などの消費期限が近いものについては、順次入替えを行っております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  表計算ソフトということでした。Ｅｘｃｅｌということですかね。 

 これも佐賀県の事例になりますが、佐賀市では脱アナログ管理ということで、災害備蓄品の在

庫をアプリで管理して、全職員が共有できるようにしたそうです。それまでは、膨大な数の備蓄

品をすべてＥｘｃｅｌデータで管理して、現場ではそれを印刷したものをチェックリストとして
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使用していたことから、棚卸しを含めかなりの時間とコストがかかっていたそうです。 

 そこで、在庫管理アプリを導入し、Ｅｘｃｅｌで管理していた情報を最新情報にアップデート

するのに８時間かかっていた作業が、アプリで導入後は５分で終わるようになったそうで、作業

がかなり簡素化されたそうです。ちなみに、「ＫＧ ＺＡＩＣＯ」という有料アプリなんですけ

れども、佐賀市をはじめ多くの導入事例がホームページに載っています。もちろん、自治体の規

模が違いますので、日出町にもマッチするとは一概には言えないと思いますが、ぜひ検討いただ

きたいなというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 そういった先進的な他の自治体の状況も参考にしながら、より効率的な仕事ができるかどうか

について、また今後検討してまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  お値段次第というところもあるでしょうけれども、費用対効果だ

と思いますので、今後ＤＸを推進していく上でも有効だと思いますので、ぜひ検討いただきたい

というふうに思います。 

 次に、⑤の質問です。最も大切なライフラインといえる水道についてですが、能登半島地震で

は水道管にも甚大な被害が出ており、地震から２か月以上たった今でもなお断水が続いている地

域が数多くあります。国は耐震化を急いでいて、これまで厚生労働省が担ってきた水道行政を令

和６年度から国交省へ移管することになっており、施設整備の効率化や災害対応の強化が期待さ

れています。 

 日本における主要な水道管の耐震適合率は、厚労省が発表した令和３年度の調査では４１.２％

で、政府は令和１０年度までに６０％以上にすることを目指しています。この耐震適合率は地域

によって大きく異なり、神奈川県の７３.１％が最も高く、高知県の２３.２％が最低です。大分

県の耐震適合率は３７.６％と平均よりも低く、今回、能登半島地震で水道被害が大きかった石

川県とほぼ同じ水準となっています。 

 そこで伺いますが、日出町国土強靭化地域計画にもあるように、ここ日出町においても水道管

の耐震化を行っているかと思いますが、町内の状況をお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  上下水道課長、中山雅広君。 

○上下水道課長（中山 雅広君）  それでは、豊岡議員の御質問にお答えいたします。 

 水道施設の耐震化につきましては、令和３年度に策定しました日出町水道事業経営戦略及び水

道施設更新計画、耐震化計画に基づき進めているところでございます。 
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 水道管におきましては、令和３年度より老朽管の布設替えの予算を増額し、老朽管の更新・耐

震化を進めているところでございます。令和４年度末におきまして、水道統計による、まずは基

幹となる大口径の排水管及び導水管・送水管のうち、耐震管と呼ばれる管種により更新した耐震

管の割合は約１０％でございます。また、耐震適合性のある管種によるものを合わせますと、約

１８.５％となります。先ほど言いました耐震適合率としましては、約１８.５％というところに

なります。 

 先ほど申しました耐震管というものはどういうものかと言いますと、管と管を接合する部分が、

いわゆる離脱しない管というものでございまして、継手で離脱防止をしているとか、溶接してい

るとかいうものになります。それから、耐震適合性のある管、先ほど言いました耐震適合率とし

て出しているものでありますと、継手は離脱防止ではないんですけれども、耐震性のある管とい

うところでございます。できるだけ迅速に老朽管の更新・耐震化は進めていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  １８.５％ということだったと思います。予算が伴うことですの

で難しいなとは思うんですが、想像していたよりは大分低い数字だったというふうに印象を持ち

ました。 

 町長にお聞きしたいのですが、国は耐震化を目指してはいますが、全国の耐震適合率は、今申

し上げたように、遅々として進んでいないのが現状です。これは、財源や人材不足が影響してい

るというふうに言われています。人口減少が確実に進んでいく中、水道利用者も減り、料金収入

も減少していく中、地方自治体が水道施設や水道管の耐震化を進めるには、水道料金の値上げは

避けられないというふうに思いますが、そうなると町民の負担を増やすという難しい選択を迫ら

れます。やはり日本は、地震をはじめとする災害が多い国なわけですから、国が国策として取り

組むよう要望するか、せめて国に対して補助金のさらなる増額を求めていくべきだというふうに

私は思いますが、町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  町長。 

○町長（本田 博文君）  今、上下水道課長から説明申し上げましたように、耐震適合率

１８.５％ということで、私も大変低い状況だというふうに思っています。おっしゃるようにお

金があれば全てやってしまいたいところでありますけども、なかなかそういうわけにはいかない

と、水道料金にもはね返ることですし、日出町としては人口減少が緩やかな中で、今回、請願に

も出ておりますように、新たに水道を引っ張ってほしいと。この方たちは、少なくとも今、水は

行っているけれども、新たに水道が欲しいという方もおられる、そういう状況の中で耐震化を進
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めていくのは、本当にお金と安全性と相反する課題を何とか調和をとって解決していかなければ

ならないというところが日出町の課題であります。 

 その中で、おっしゃるように、国の助成を上げていただく中で、この耐震適合率がさらに進ん

でいくようにしていくことは大変重要というふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  今おっしゃったように、やらなきゃいけないこともたくさんある

のは従々承知しております。だからこそ国に積極的に求めていくべきだというふうに思いますの

で、ぜひ検討していただきたいというふうに思います。 

 災害に備えてやっておかなければならないのはわかっていても、今言ったように財源が一番の

ネックになるかと思いますので、水回りに関しては積極的に取り組んでいっていただきたいとい

うふうに思います。 

 次も水に関連しますが、⑥の質問です。⑦の次の質問もトイレに関連してくる内容ですが、大

規模災害時にはトイレが大きな問題となります。簡易トイレの備蓄状況を含め、トイレ対応の条

件についてお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えいたします。 

 大規模災害時のトイレ問題は、避難者の健康被害や衛生環境の悪化にもつながることから重要

な課題だというふうに認識をしております。日出町の現在の備蓄状況は、簡易トイレ５０基に加

えて、災害時の協定により、仮設トイレを最大で３０基借り受けるようになっております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  簡易トイレが５０基、仮設が最大３０基というお話でした。これ

までの大規模災害のたびに、このトイレ問題というのは深刻になりますが、今回の能登半島地震

でもこの問題がまた繰り返されています。水や食料の備えはもちろん重要ですが、水・食料は多

少我慢できても排泄は我慢できませんので、一番早く解決しないといけない問題はトイレだとい

うふうに言えます。 

 ８年前の岡山議員の一般質問に対する答弁では、簡易トイレは指定避難所の防災倉庫へ２基ず

つということでしたが、当時、合計すると何個か分かりませんけれども、多少増えているのでは

ないかというふうに思いました。 

 ただ、また室長にお聞きしたいのですが、この簡易トイレの数５０基でしたが、この数は適正

だというふうにお考えですか。 



- 61 - 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 簡易トイレの現在５０基につきましては、一応県の目標数量は満たしておるのですが、今回の

能登半島の被災地の状況等の報道を見ますと、計画どおりの備蓄数でもやはり足りないというよ

うなケースがございますので、今後は備蓄数や簡易トイレの質、機能のいいもの、そういったこ

とも含めて、もう一度、備蓄について見直す必要があるかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  今のお話だと、一応、県の目標は満たしているというお話でした。 

 自助の観点から、町民の皆様もある程度災害に備えて、いろいろと備蓄されているかと思うの

ですが、１００均でもごくごく簡易的な携帯トイレが売られているので、既にもしかしたら、町

報等でされているかもしれませんが、携帯トイレの備えをより一層周知していただきたいという

ふうに思います。 

 次に、⑦の質問です。先ほども少し触れましたが、８年前の熊本地震が発生した後の６月議会

において、災害関連の一般質問が多くありました。岡山議員や熊谷先生の質問の答弁で、執行部

からマンホールトイレの設置を検討していきたいというふうにありました。あれから８年が経過

しましたが、マンホールトイレの準備・整備の状況をお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えいたします。 

 マンホールトイレにつきましては、町では既存のマンホールに設置して使用するタイプの便座

を現在１１基備蓄をしております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  マンホールの上に設置する個室になるタイプです。ああいったも

のが１１基というお話でした。 

 また町長にお聞きしたいのですが、日出町地域防災計画にも、避難所の生活環境への配慮とい

う項目にマンホールトイレの導入がうたわれていますが、予算の関係から多くの自治体で進んで

いないのが実情のようです。 

 そんな中、お隣の別府市では、市内各小中学校や指定避難所に、私が調べた範囲ですけれども、

平成３０年度から毎年マンホールトイレの設置を進めており、各学校の規模によって違いますが、

３基から５基を設置しているようです。予算的には、令和３年度が６,４００万円、令和４年度

が４,７００万円、今年度は４,４００万円を計上しており、災害に備え、積極的に整備を進めて
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います。 

 日出町では、ここまで予算をかけることは難しいと思いますが、避難所をある程度限定してで

も整備していく考えはあるか、お聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  町長。 

○町長（本田 博文君）  マンホールトイレの整備についてという質問ですけど、おっしゃるよう

に、そのまま下水に流せるということで、大変、衛生環境をつくる上では重要な設備だというふ

うに思います。今、指定している避難所の状況を見ながら、建設できるかどうかの可能性を探っ

ていきたいというふうに思います。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  可能性を探っていっていただけるという話でした。 

 今回取り上げた災害時のトイレ問題は、避難者に対してある程度数量を備蓄したり、設置すれ

ばよいというものではなくて、使用済みのトイレの保管方法や処理問題もありますし、酌み取り

式の仮設トイレであれば、酌み取り業者の手配、衛生管理や要配慮者が使える環境整備などが大

切だというふうに思います。先ほど室長もおっしゃってましたが、災害時のトイレに対する質の

向上を最重要課題の一つとして、今よりもより認識して取り組んでいっていただきたいというふ

うに思います。 

 それでは次の、空き店舗活用について伺います。 

 通告書にも書いてありますが、町の活性化という観点からも、空き店舗の利活用は有効な手段

であるというふうに思います。ちょうど１年前に一般質問させていただきましたが、町は空き店

舗活用の創業支援事業を行っていますが、思うような成果が上がっていないという印象を持って

います。 

 そこで、①の質問ですが、昨年の答弁では、初めてこれから商工会と連携して空き店舗調査を

実施するというふうな答弁でした。調査の結果、商店街の空き店舗の状況はどうなっているのか

お聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長、藤本周司君。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  豊岡議員の御質問にお答えいたします。 

 商店街の空き店舗数の現状につきまして、令和４年度に、中心商店街における土地や建物の所

有者に対する活用意識調査を実施いたしました。その結果を御報告いたします。 

 調査結果では、空き屋と空き店舗の合計４件となっておりますが、こちらにつきましては、回

答をくださった方の分だけを反映した件数となっておりますので、実際の数値とは差異が若干あ

るものと考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ４件ということでした。今のこの４件というのは、貸し出す意思

があるという認識でよろしいですか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それではお答えいたします。 

 その４件は活用を希望している件数でございます。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  意思があるということでした。 

 それでは、②の補助金の実績はどうなっているのか教えてください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それではお答えいたします。 

 空き店舗活用創業支援等事業補助金の直近の実績につきまして、令和４年度にこの制度を開始

して以来の活用実績はございません。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ゼロ件ということでした。１年前も聞きましたが、令和４年度が

ゼロ件、そして今年度まだ終わっていませんが、今年度も活用されていないというようなお話だ

ったと思います。 

 令和４年度はまだコロナ禍ということもあったので仕方ないかなという部分があるかと思いま

すけども、今年度はコロナ以前に戻っている状況なので、今年ゼロというのはちょっとなかなか

腑に落ちないのですが、原因として何か考えられたりしていますでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それではお答えいたします。 

 補助対象として、町内で初めての創業であるとか、商工会に加入する必要があるとか、いろん

な条件もございます。そういった条件も多少はあるのではないか、業種も限られているというと

ころもあります。そこら辺はまた調査等をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  予算として準備していますので、活用されないのは寂しい感じが

するのですが、③の質問に移りますが、創業支援補助金は中心商店街の場合が５０万円、それ以

外の場所ですと３０万円と補助の限度額に差をつけているようですが、その効果はあるとお考え
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ですか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは御質問にお答えいたします。 

 中心商店街とそれ以外の場所における創業件数を比較すれば、差をつけている効果の検証が可

能と思うのですけども、活用実績が現在ございませんので、検証としては難しいというふうに思

っております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  検証できないということだったと思います。 

 私個人的には、役場前の中心商店街を何とかしたいという思いで差をつけているというふうに

思うのですが、なかなか結果が伴っていないのが実情だと思います。 

 少し古いデータになるのですが、中小企業庁が９年前に行った調査では、空き店舗が年々増え

ていく中、地主や家主といった貸手側に聞いた理由として、空き店舗が埋まらない理由として最

も多かったのが、所有者に貸す意思がないというのが３９％。次いで店舗の老朽化、そして家賃

の折り合いがつかないというものが続いていました。そもそも知らない人に無理に貸さなくても

特別困っていないであったりとか、空き店舗の状態によって税制優遇を受けていたりとか、様々

な要因があるようです。貸し店舗調査の際に、所有者の意向調査も実施したと思いますが、貸し

出す側の思いや意見、こういったものは把握されているでしょうか。もし、把握されているので

あれば、お聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは、御質問にお答えいたします。 

 アンケート調査の結果として、貸したくない、貸せない理由というのを、数件お答えいただい

ております。その内容としては、住宅として利用する予定があるということ、それと一旦貸すと

戻ってこないことが心配という御心配と、あとは建物の老朽化という御意見をいただいておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  予想されるような回答だったというふうに思います。 

 ちなみに空き店舗補助金がありますが、貸す側が活用できるという補助金はあるのですか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  お答えいたします。 

 貸す側の補助金は現在ございません。 
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 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  借りる側のメリットだけではなくて、貸す側のメリットもあるよ

うな補助金ではないと、今後もこの補助金はあまり使われないのではないかなというふうに思っ

てしまいます。 

 ④の質問になりますが、この補助金は飲食業と小売業に限定していると思いますが、その理由

と対象を広げる考えの有無をお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは御質問にお答えいたします。 

 補助対象業種を飲食業と小売業に限定している理由についてですが、この事業の趣旨の１つに

地域のにぎわいづくりを掲げておりまして、これに大きく寄与できる業種という考えから飲食業

と小売業に限定をしているところでございます。 

 対象を広げる考えにつきましては、今後の活用状況を見ながら判断してまいりたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  実際に商工会に相談があった個人事業主の方がいらっしゃったそ

うなんですが、サービス業だったということで、この補助金が使えなかったというふうに聞いて

います。 

 今、おっしゃったように、にぎわいづくりという趣旨は分からないでもないんですが、業種を

限定して活用されない補助金では意味がないと思いますので、日出町で創業される方への門戸を

広げる意味でも、無制限にとは言いませんけれども、ぜひ対象業種の拡大を検討していただきた

いというふうに思います。検討いただけますでしょうか。ぜひお願いします。 

 次に、⑤の質問ですが、過去にも二の丸館のチャレンジスペースに関して質問が多く出ており、

私も１年前に一般質問をさせていただきました。茶時まるにのことですが、ここを活用された方

が本来の目的である町内で創業した実績から教えてください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それではお答えいたします。 

 二の丸館のチャレンジスペースを活用した方の創業実績につきましては、店舗を構えた創業が

１件となっております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 
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○議員（５番 豊岡 健太君）  まるにができてから数年経つかと思うのですが、なおかつ毎日、

出店者が変わると思いますが、かなりの数に上っているかと思うのですけども、１件にとどまっ

ているというお話でした。通告にもありますけども、フォローについて伺います。 

 まるには以前最長１年間、出店期間の制限があったかと思いますが、いわゆる卒業した後、町

内で創業することを前提として、二の丸館のチャレンジスペースに出店していると思うのですが、

創業のためのフォローというのは具体的にどのように行っているのでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは御質問にお答えします。 

 創業後のフォローにつきましては、町としては先ほどの空き店舗補助金があると思います。そ

れ以外につきましては、必要に応じて商工会と連携を取りながら支援等を行ってまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  その結果が１件にとどまっているというのがちょっと寂しい限り

なんですが、繰り返しになりますが、このチャレンジスペース茶時まるには、町内で創業するこ

とが前提に、まずはお試しで、かつ格安な料金で出店してもらって、町内で新たな創業者を生み

出すという目的でまるには存在しているというふうに思っています。その意思確認というのは出

店前にされているんですかね。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  お答えいたします。 

 意思確認をしております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  その意思を確認しているにも関わらず１件というのはなかなか解

せないところではあるんですけれども、まるには飲食店の方が出店されていますので、卒業して

創業する際には人が多く集まるような場所を望まれるでしょうから、その辺の意向も汲めるため

にも、商店街のみならず、町内の空き店舗の把握をしっかりとしておいていただいて、スムーズ

に紹介できる体制を整えていただきたいというふうに思います。 

 最後の⑥の質問です。今後の取組方針と目標を教えていただきたいと思いますが、課長が答弁

されると思いますが、後ほど是非町長のお考えもお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  御質問にお答えいたします。 
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 今後の取組方針と目標についてでございますが、空き店舗活用創業支援等事業補助金が年間一、

二件程度利用されることを目標としまして、空き店舗の活用が図られるよう取り組んでまいりた

いと考えております。 

 また中心商店街につきましては、令和６年度事業において、関係者によるワークショップを開

催して、今後の方向性を考えているように予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  今、ちょっとワークショップという言葉が出てきたのですけども、

これはもう決定というか、やるように商工会と話ができているのですか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  お答えいたします。 

 来年度予算として上げさせていただいているのですけども、総合計画の中に、今後のビジョン

策定のためにワークショップを行うという計画で上げております。決まりましたら商工会、事前

にちょっとお話はしていますけども、委託をしていければなと考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  遅いぐらいだと思いますので、早くそういったワークショップを

していただいて、１件でも多く創業してもらえるように動いていただきたいというふうに思いま

す。 

 町長、すみません、お願いします。 

○議長（工藤 健次君）  町長。 

○町長（本田 博文君）  中心商店街に限らず、町内のにぎわいをつくっていくことは大変重要で

ありますし、その中でこういった店舗を開いていただくことで、人のにぎわいをつくっていくと

いうことは大変重要だと私も思っています。かつて言われていた中心商店街に限らず、町内のい

ろいろなところに新たに創業していただいて、にぎわいを作っていただくように取り組んでいき

たいというふうに思っています。 

○議長（工藤 健次君）  豊岡健太君。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  １年前の３月議会でも、町長にこの商店街をどのようにしていき

たいかというふうにお聞きしました。そのとき町長は、商店街というところまでいくか分からな

いが、にぎわいのある地域にしていきたいというふうにおっしゃっていました。 

 今後、人口減少が進んでいく中、商店街問題はこの国の問題でもあるというふうに思っていま

す。商店街が復活して人でにぎわうのが理想だとは思いますが、もしそれが難しいと判断すれば、
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どこかのタイミングで、そもそも人が減り続けることが明確になっている時代に、いわゆる町の

商店街というものが本当に必要なのかということも議論にしていかないといけないんじゃないか

なというふうに思います。日出町の将来像、そしてビジョンを明確にして、よりよい方向に進む

ように取り組んでいっていただきたいというふうに思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（工藤 健次君）  お諮りします。ここでしばらく休憩したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩し、午後１時１０分よ

り再開します。 

午後０時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時05分再開 

○議長（工藤 健次君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。８番、阿部真二君。阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  こんにちは。ただいま御指名いただきました８番、阿部真二です。

通告書に沿って質問をさせていただきますので、執行部の明確な答弁をお願いします。 

 それでは、１つ目の質問です。企業誘致の実現に向けた具体的な取組について伺います。今後、

少子高齢化の加速などにより労働人口が減少する中、ますます厳しくなると予想される財政状況

ですが、安定した財源確保のためにも企業誘致は欠かせません。特に、半導体関連は皆さん御存

じのとおり、千載一遇のチャンスであり、この好機を生かすべきだと思います。 

 先日、１月１３日の合同新聞に、富士通ゼネラルエレクトロニクス社は、半導体製造の大分デ

バイステクノロジーの工場内にパワー半導体モジュールの生産拠点を設けるとの記事が掲載され

ました。また、１月１７日には、半導体振興へ九州一丸、大分銀行など１１行が協定との記事も

掲載されています。さらには、ＴＳＭＣ社の第２工場も菊陽町との記事も掲載され、新生シリコ

ンアイランド九州の復活に拍車をかけています。そこで、日出町としての取組について伺います。 

 このように、現在、九州は半導体企業の進出により活気づいています。１２月定例会でも伺い

ましたが、大分県にも半導体関連企業は多数あり、中九州自動車道の整備も進んでいます。いつ

も言っていますが、日出町は非常に交通アクセスがよく、災害リスクも小さく、土地も豊富です。

このチャンスを生かすべく、半導体関連企業の呼び込みを行い、安定財源の確保を行うべきと思

います。そこで、企業誘致の取組の一つとして伺います。半導体関連企業の洗い出しは行ってい

ますか。 
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○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長、藤本周司君。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは、阿部真二議員の御質問にお答えいたします。 

 半導体関連につきましては、熊本県へのＴＳＭＣの進出に伴いまして、九州への関連企業の進

出が期待されているところでございます。その企業の洗い出しを行っていますかという御質問で

ございますが、令和６年度事業におきまして、立地意向調査委託事業、こちらは午前中もありま

したが大野市がされている事業でございます、これを実施するよう予定しておりますので、半導

体関連に限らず、新増設の意向を有している企業の洗い出しを行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  ６年度に委託事業で、半導体関連以外も含め調査を行うというこ

とで、そういった中でも特に、先ほど言ったようにシリコンアイランドということで、九州は非

常に注目されています。先ほども言ったように中九州自動車道の整備も進められ、国東、大分に

半導体関連の大きな企業が既に、以前からあります。そういったＴＳＭＣ社の第２工場も菊陽町

ということで、非常に立地条件のいい日出町に、多数か分かりませんけど、半導体の製造工場で

はなくて、そのほかの設備メーカーやら基盤メーカーやら、いろんな半導体に関連する企業は相

当数ありますので、そういったところを中心に調査をしてもいいんじゃないかと。先ほど言った

ように、地の利が非常にいい中九州自動車とつながれば、２時間もあれば、全然行き来できる、

空港にも近いと。 

 なので、そういう物流面含めても非常に日出町、注目される場所にあるんじゃないかというふ

うに思いますので、特に半導体関連のそういった本当に関連する企業、今、コマーシャルとかで

も出てますけど、太陽ホールディングスとか、ああいう緑色の絶縁体の会社ですけど、ああいっ

たところに声をかけるのもいいんじゃないかというふうには思いますので、しっかりその辺の大

分銀行と日出町、鹿鳴越クラブでしたっけ、そういったものもあって、多分大分銀行等も１１行

で協定結んで、非常に注目して調査は進めてると思うんで、そういうとことも情報交換の場をも

って、一社でも取り込めるようにしっかりやってもらいたいというふうに思いますが、町長どう

でしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  町長、本田博文君。 

○町長（本田 博文君）  半導体関連企業の誘致ということでございます。おっしゃるように、Ｔ

ＳＭＣの第２工場も計画されているということで、九州半導体関連企業の進出が多いとこでもあ

ります。そういった関連企業の誘致に取り組むことは、これから先、大変重要なことだというふ

うに思っています。 
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○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  町長のほうからも大変重要というお言葉を頂きましたんで、ぜひ

本当に注目して、受け入れるべき工場があれば受け入れていっていただきたいというふうに思い

ます。そういった企業の洗い出しを行った上で、来てくれるのではないかというような企業があ

った場合に、そういう企業へ対するアプローチを具体的にどういうふうにアプローチしていくの

か、何か方策があれば教えてください。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは御質問にお答えいたします。 

 先ほど答弁いたしました立地意向調査委託事業を活用して、立地の意向を有している企業を中

心に、企業訪問が中心になってくると思います。企業訪問を実施してまいりたいと考えておりま

す。また、先ほど議員がおっしゃられました、大分銀行との鹿鳴越クラブですが、その中にテッ

ク部会という部会を設ける予定にしております。そういった情報も頂きながら、企業訪問をして

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  鹿鳴越クラブの中にテック部会といったものもつくっていこうと

いうことで、先ちょっと明るい話題かなというふうに思いますので、ぜひどんどん進めていただ

きたいというふうに思います。 

 それと、そういった企業を呼び込む際に、今日午前中の岡山議員の質問でもありましたけども、

優遇措置、前回１２月のときも言ったんですが、他の自治体とほとんど変わらないということで

したが、逆に来てほしい企業が見つかれば、相手企業にこちらからどういう条件であれば来てく

れるのかという問合せというか確認をして、企業に寄り添うという行動も必要ではないかと思う

んですが、そういう条件を逆に聞き出すと、それに合った条件を特例でも何でもいいんですけど、

つくって誘致するというようなことは考えられないでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それではお答えいたします。 

 先ほど、意向立地委託事業というお話をしたんですけども、その中で紹介用地、地域に対する

関心ですとか、計画の進展状況とか、用地の確保状況、今後の事業展開、事業の見直しや会社の

現在の課題、敷地・施設・人材の状況など、いろいろアンケートでお答えいただくような内容に

なっています。その内容を参考にしながら、調査とか研究とかをしていきたいと考えます。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 
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○議員（８番 阿部 真二君）  そういうアンケート等々は非常に重要なことだと思いますが、も

う本当にここだというところがあれば、特例中の特例でも町長の一存で決まるんだと思うんで、

町長がやるという強い意志で、どうしてもその企業を引っ張るというふうに思っていただいて、

前回も言いましたが、次の質問にもあります、トップセールスで町長自ら行って、こういう条件

でどうだと、それでも首を振らないんだったらもう一声、次の条件を出して、どうにかこうにか

来てもらうというぐらいの努力をしていただきたいというふうに思います。 

 それと、午前中の中にもありました３区画あって、１万平米、１万平米、３万平米ぐらいの土

地があるということなんですが、大きな企業が仮に来るとなった場合に必ず出てくるのが就業人

員の確保、多分１千人とか２千人とかいう規模になると、本当にそれだけの人が集まるんですか

というふうになると思うんで、そういった部分も本当に、さっきから何度も言います特例中の特

例になると思うんですが、その会社で働く、なおかつ日出町に住むということであれば、例えば

住民税を何年間か減らすとか、ちょっと難しいとは思うんですが、何らかのそういう特例措置で

も特別優遇をして、人も含めて呼び込むというふうな合わせ技でやらないと、多分大きい企業は

必ず人員確保できますかというのが絶対来るんで、そこで人が集まらないんであれば無理ですね

ってなるので、そこも含めて、その辺まで考え尽くして呼び込むということをしないと、これか

ら先、さっきも言ったとおり安定財源確保、ふるさと納税もいつ終わるか分からない制度なんで、

安定財源を確保さえすれば安泰かどうか分かりませんけど、少しは今までの予算規模でも政治が

成り立つというふうに思いますので、この企業誘致はやっぱ今やらないと、多分将来的にどこも

が取り合いなんでね、よそと同じ条件でやってもなかなか難しい面があると思うんで、やっぱり

他の自治体より少しでもいい条件を出してあげないと企業も足元を見てくると思うんで、その辺

はしっかり関係者、有識者含めて検討して、誘致の実現に取り組んでいただきたいというふうに

思います。 

 先ほども言いましたけどもトップセールス、前回１２月定例会で町長は、そのステージになれ

ば積極的に企業にアピールしますというような答弁をそのときは頂きました。ですが、今日午前

中の岡山議員の質問の中で積極的に取り組んでいくというふうな答弁をされていたので、町長も

企業誘致やる気になってくれたんだなというふうに思っているところですが、実際トップセール

スというのは企業誘致に対して重要な成功要因だと思うので、また再度聞きます。町長が自らア

プローチをするということはやっていただけるでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  町長。 

○町長（本田 博文君）  川崎工業団地の造成工事に伴う質問で、トップセールスの話が出ました

けども、確かに企業誘致する気持ちになってくれたという言葉がありましたけど、なってくれた

んじゃなくてもともとなっているんですけど、今回みたいな大きな工業団地の造成の中で、一つ
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は３万平米もあるというところで大きな企業になるでしょうから、そのときは私が出ていかなけ

ればなかなか話が進まないというところもあるでしょうし、おっしゃったように優遇措置のとこ

ろで、議員、いい言葉をお使いになりましたけど、企業に寄り添うというお言葉ですけど、確か

に企業が求めている条件とかいうことはそれぞれ違うから、あらかじめメニューを用意しておい

てというよりも、それだけの大きな企業になれば、相手の考えに寄り添った計画等、そこを考え

ながらこちらに誘導するということが必要になるでしょうから、そういった局面も含めて積極的

に出ていく形で、誘致をしていきたいというふうに思っております。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  褒めていただきました。ありがとうございます。相手の考えに寄

り添ったということで、町長のほうもそういう考えを持ってアプローチしていきたいということ

なんで、多分企業誘致成功するんじゃないかというふうに思います。 

 次の質問なんですが、これも毎回言っています、先行投資の質問です。昨年１２月１６日の、

ちょっと古いんですけどね、合同新聞に、県企業誘致へ用地調査という記事が掲載されました。

この記事では、「大分県は企業誘致を進めるため、県内で新たに紹介できる用地のリストアップ

を始めた。県有の工業団地などは大半が埋まっており、企業側が希望する条件を満たせずに受入

れの機会を逃すケースも生じている。熊本県内で高まる半導体関連の投資熱を取り込むためにも、

民有地を含めて適地を調べる。本年度中に調査結果をまとめ、企業へのアピールにつなげる」と

いうような記事がありました。今朝の新聞にもそういった似たような内容の記事があったかと思

うんですが、県を上げて半導体熱が冷めないように、今だという感じで調査をしているというこ

とですけども、これは県から町に対して、日出町の用地どこかないですか、県からの要望、要請

はあったんでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（藤本 周司君）  それでは御質問にお答えいたします。 

 県からの連絡は特にございませんけども、情報としましては、利便性のいい土地等、各市町村

のそういう土地を調査をしているというお話は聞いております。その調査が決まり次第、市町村

のほうに問い合わせるという形になるかなと思います。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  県から今のところはないが、県が見つけてくれば町にも何らかの

連絡があるということなんで、待っていてもしょうがないんで逆にこちらから、県の関係部署に

なんか問い合わせるとかはしてみてもいいんじゃないかと思うんで、ぜひ前向きにしてみてほし

いというふうに思います。 
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 この先行投資なんですが、多少ニュアンスの違う部分もあるんですが、新年度予算で２億

６,４００万円が計上されているということで、私個人としては毎回企業誘致や先行投資という

ことを言い続けてきたんで、ここに来て前に前進したなということでちょっとうれしい面がある

んですが、ただ、川崎工業団地の北側用地、あそこが本当に適地なのかどうか含めて検討もいる

んじゃないかというふうに思っています。というのも、あそこ決して地の利がいいわけでもない

し、入り組んだ中にあるんで、もっと企業が求めるいい土地が多分日出町にはたくさんあるとい

うふうに思っているので、特に藤原東部、南部、空港道路周辺とかあの辺の荒廃地、あそこは

１級農地か何かで、普通には転用もできないですよね、農地としてしか使えない地域なんで、あ

そこに町が介入すれば変更できるということのようなので、ああいうところ、町ができないんで

あれば民間企業募って町も介入するよちゅうことで、ああいう土地をあっせんするなりというこ

とはできるのではないかと、というかやるべきだと思うので、ぜひ将来、先ほど未来への投資と

いういい言葉も出ましたが、未来への投資と思ってやっていくべきだというふうに思いますので、

ぜひその辺を含めて前向きに検討いただきたいというふうに思います。 

 この企業誘致ちゅうのはこれから先、生き残っていく上で絶対だと思うんで、しっかり財政課

長のほうからも町長に提言するなり要請するなりしてもらって、日出町の将来を明るいものにし

ていってほしいというふうに思います。ということで、財政課長も一言何かあれば。 

○議長（工藤 健次君）  財政課長、古屋秀一郎君。 

○財政課長（古屋秀一郎君）  阿部真二議員の御指名ですので、ちょっと答弁をさせていただきま

す。 

 企業誘致というのは、財政の安定的な運営をするに当たって欠かせない最重要課題だと認識を

しております。今回、令和６年度の当初予算の中で、川崎工業団地の造成工事の予算、かなり大

きな予算を計上させていただきました。この意図といたしましては、先行投資の意味合いもある

んですけども、企業誘致に日出町が真剣に取り組むんだという意思表示の表れだと認識をしてお

ります。それくらいの覚悟を持って、今回予算を計上させていただいたところでございますので、

また、議員の皆様には慎重に審議をいただきたいと思っております。 

 また企業誘致、当然トップセールスが重要なのは認識をしております。町長にも積極的に取り

組んでいただきますよう、お願いいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  ぜひ、企業誘致進めていただきたいと思います。 

 では、２つ目の質問に入りたいと思います。災害発生時の対応についてです。これも午前中、

豊岡健太議員が質問していましたけども、違う視点から質問したいと思います。 
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 今年１月１日に発生した能登半島地震ではマグニチュード７.６、最大震度７という巨大地震

が発生し、２月１９日時点で２４１名の方が亡くなられたほか、９名の安否不明者がおられます。

被災された方々へ衷心よりお悔やみ、お見舞い申し上げます。 

 さて、日出町としても、いつ発生するか分からないが、今後３０年以内に７０から８０％の確

率で発生すると予想されている、南海トラフ地震の備えについて伺います。先ほど申したとおり、

能登半島地震では地震発生後約１分で津波が押し寄せています。まずは、災害発生時の避難指示、

警戒レベル１から４の発令タイミングについて伺いたいと思います。このタイミングはどのよう

になっていますか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長、後藤将児君。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 避難指示のタイミングにつきましては、地域防災計画において各災害ごとに発令する基準を設

けております。まず風水害につきましては、大雨警報が発表されかつ土砂災害の危険度分布が警

戒レベル３相当となった場合には高齢者避難を、危険度分布が警戒レベル４相当となった場合に

は避難指示を、大雨特別警報警戒レベル５相当情報では、緊急安全確保を発令することとしてお

ります。また、津波に関しましては、津波注意報、津波警報、大津波警報が発表された場合は、

沿岸部の自治区や漁業従事者等を対象に、避難指示を発令することとしております。なお、いず

れの場合も気象台からの予測情報等を考慮し、総合的に判断して発令することというふうにして

おります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  地震の発生規模やら発生した場所にもよるんでしょうけど、さっ

き言ったとおり、能登半島地震では１分ぐらいですぐ津波が来たということなんで、日出町も沿

岸部、広範囲にありますので、この気象台の情報を待ってたら多分遅いんだろうけど、それ以外

の情報で動くわけにもいかないという非常に難しい部分だとは思うんですけども、これの発令

等々は、広報車で回っているケースというか分と防災無線等でのお知らせになるんじゃないかと、

あとはＳＮＳとかＬＩＮＥとかだと思うんですけども、例えば、全体的には防災無線だと思うん

ですが、これについていろんな苦情やら問合せもあると思うんですが、聞き取れないとか、音が

大き過ぎるとか、いろいろあると思います。令和５年度ですかね、八千万円ぐらいかけて防災無

線局の更新もやられていますけども、防災無線じゃあ聞き取れない、聞こえない、いろいろ課題

がちょっと離れたところに行くとありますので、やっぱり戸別受信機等の整備をしていったほう

がいいんじゃないかというふうに思うんですが、実際どうでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 
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○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 避難情報の発令につきましては、先ほど議員おっしゃられたように、防災無線、その他ホーム

ページ、ＬＩＮＥなどのＳＮＳ、またエリアメール、あらゆる手段を講じて周知をしていくとい

うふうに計画をしております。議員おっしゃられるように、防災無線が聞こえにくいとか、逆に

うるさいとか、そういった苦情はよくあるんですけども、一応５年度の予算の中で防災アプリ等

の予算を議決を頂きましたので、こういった部分も含めて、避難情報の周知について充実させて

いきたいというふうに考えておりますので、現時点では、戸別受信機の配布についてはまだ考え

ておりません。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  いろいろ防災アプリ等々で周知していくということですけども、

やはり若い人たちはいいと思うんですよね、スマホとか使いこなしている方はいいというふうに

思うんですが、やはり高齢者の方は、そういった機械には頼れない、使いこなせないと思うんで、

戸別受信機のほうが、最悪のときは電池が入っていれば持ち出せる、ラジオ代わりにもなる、あ

あいう情報をどこでも入手できるんですよね、戸別受信機があれば、それでいろんな情報も入手

できるというふうになるので、できればすぐにはお金がかかることなのでできないと思うんです

が、段階的、計画的に進めていくべきじゃないかというふうに思うんですが、その考えはないで

しょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 避難情報の伝達につきましては、国のほうも多様な手段を用いて伝達することというふうに示

されております。現時点では戸別受信機の整備の予定はございませんけども、あらゆる方法を講

じて、避難情報を伝達するという観点から予算面も含めて、今後の課題としていきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  ぜひ前向きに検討いただければというふうに思います。 

 次ですけども、災害発生時、避難指示が発令されれば避難所へ避難することになるわけですが、

先日２月５日の合同新聞に、避難所、女性の視点欠落との記事があり、必要な物資、ニーズ把握

に遅れの見出しで掲載がされていました。次の質問にも関連するのですけども、まずは避難所の

対応について伺います。避難所運営は誰が中心となり、仕分けるのか、また運営マニュアルの整

備はされていますか。 



- 76 - 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 避難所開設の初期段階は町職員が設置と運営を担いますが、避難生活が長期化する場合には、

自治区や防災士会等の協力を得て、避難者自ら自主運営する組織を立ち上げ、町職員はその支援

をしていく計画としています。 

 また、マニュアルにつきましては、避難所開設運営マニュアルを制定済みであり、職員間で共

有をしております。なお、令和６年度には、防災士会と共同で避難所開設訓練を行う予定として

おります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  マニュアルも整備されているということで、そういう避難所の運

営も、まず最初は町の職員等、その後は自治区等にお願いするということで、その辺の順番とい

うか、そういうのがしっかりできているということなんで、多少安心はしました。 

 そういう中で、先ほど豊岡議員の質問にもありましたが、避難所で能登半島地震のとこでもそ

うですが、問題が浮き彫りとなった備蓄品、そういった部分で、先ほど町長への質問の中で、要

配慮者対応が必要だということで、町長もその辺はしっかり進めていきたいということなんです

けども、特に備蓄品の中で女性用品、乳幼児用品、薬品、先ほどもあったんですが、そういった

備蓄は女性視点で整備されているのかどうか教えてください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 現在、女性用また乳幼児用として生理用品、紙おむつ、粉ミルクを備蓄をしております。なお、

薬品につきましては、各防災倉庫に救急箱を備蓄しているほか、応急救護用にベッド、解熱剤や

消毒薬などの市販薬を備蓄しております。 

 備蓄品について、女性からの視点を反映できているかということですけども、今回の能登半島

地震の避難所での報道等を見るにつき、日出町の備蓄品や対応について、やはりまだ課題がある

なというふうには考えておりますので、今後の防災対策にしっかりと女性への意見等を取り入れ

て、備えをしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  ぜひ、いろんな事例というか前例が、あっては困るんですがあり

ますので、その辺しっかり取り入れて、避難された方が困らないようにしていただきたいという

ふうに思います。 
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 薬品の部分なんですが、モバイルファーマシーという災害対策医薬品供給車両ていうのが大分

県も持ってます、県にもあります。公益社団法人大分県薬剤師会が持っていまして、災害があっ

たときに要請があれば向かわせるというふうに、そういった車両もありますので、できるのであ

ればそういったところとも連携協定を結ぶなりして、優先的にそういう車両の運行をしてもらえ

るようにしていただきたいというふうに思います。 

 それと、これも新聞記事からのものになるんですが、別府市、ゆめタウン、イズミと新協定を

結んだということで、災害時に衣類の無償提供をしてもらえるようにしたということで、日出町

もいろんな商業施設があります。イオンですかね、ホームワイドと確か連携協定を結んでいたか

と思うんですけども、中身の見直しとか、新たにほかの事業者との連携協定を結ぶなりして、充

実した災害時の対応ができるようにしていただけたらいいなというふうに思うので、その辺もぜ

ひ対応をいただきたいというふうに思いますけども、いかがでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 日出町は現在、いろんな事業者等と連携協定を結んで、災害時にいろんな物品などの供給を受

ける協定を結んでおります。ただ、災害協定を結んでから年数がたっておるところもございます

ので、いま一度、中身の再確認等が必要ではないかなというふうに考えております。また新たな

協定を結べるような事業者がございましたら、積極的に働きかけていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  ぜひ、そういった物品の確保ができるように進めていただきたい

というふうに思います。 

 それでは最後の質問です。皆さん御存じのとおり、大谷翔平選手から頂いたグローブについて

伺います。 

 これは、大谷選手が幼少期より野球好きであったことから行われ、このグローブによって野球

に興味を持つきっかけになってほしいとの気持ちから、日本国内の約２万校、小学校に６万個の

ニューバランス製ジュニア用グローブ、右利き用２つと左利き用１つが寄贈されました。このグ

ローブは、児童同士でのキャッチボールが想定されているようですが、町内小学校での利用状況

はどうなっていますか。 

○議長（工藤 健次君）  学校教育課長、竹内由佳君。 

○学校教育課長（竹内 由佳君）  それでは、議員の御質問にお答えいたします。 

 大谷翔平選手より寄贈されたグローブですけれども、配送日として初日の１２月２５日を日出
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町として希望いたしまして、同日教育委員会に配達され、各小学校にその日のうちに取りに来て

もらうなどして届けております。現在の各学校での利用状況ですけれども、全ての学校において

子供たちに大谷選手のメッセージがついておりまして、そのメッセージとともにグローブを紹介

し、一人一人が実際に見たり触ったりという活動を行いました。その後、学級や学年ごとに時間

や場所を決めたり、軟らかいボールを使うなど安全に配慮しながら、実際にキャッチボールなど

に使っております。どの学校でも、子供たちが譲り合いながら楽しく活用していると聞いており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  学級、学年ごとに時間割をして楽しく使っているということで、

そういった大谷選手からもらったグローブに触れて、一人でも野球に興味を持つ子が出てくると

いいかなと、あとは体力の向上につながったらいいかなというふうには思いますので、しっかり

ルールを守って、怪我のないように使っていただきたいと思います。 

 別府市は市民の声を反映し、１４の私立小学校に行き届く前に市役所に展示したことなどが問

題視され、炎上したという問題が発生しました。ただ、ほかの自治体では一般公開して、一般の

方の評価としては見られてよかったといったようなコメントもあって、結構好評な部分もあると

いうことで、日出町でも各学校において、広く町民の方々へ見ていただくといったようなことは

できないでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（竹内 由佳君）  では、阿部議員の御質問にお答えいたします。 

 議員のお話にありましたように、大谷選手は子供たちに野球に親しんでもらう、スポーツを愛

好してもらうというようなために寄贈してくださったと聞いております。その大谷選手の思いを

大切に、まずは各小学校の子供たちのために十分活用していきたいと考えております。教育活動

や学校運営の都合上、広く町民の皆様に触っていただくような場を設けるということは考えては

おりません。大谷選手の寄贈の趣旨が子供たち対象であるということで、御理解いただけたらと

存じます。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  趣旨は分かっております。ただ、先ほど課長答弁されたように、

学級や学年ごとに時間割して使っているということなんで、空いている時間があると思うんです。

そういう空いている時間であれば、特にグローブが置かれている、どういうふうに保管されてい

るか分かりませんけど、ある状態なんで、そういった時間が分かるんであれば、それを回覧なり
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町報なり掲載して、この時間どこどこの学校では見れますとかいうことはできないでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（竹内 由佳君）  お答えいたします。 

 広くグローブに興味を持っていただくことは、大変ありがたいことだと存じております。ただ、

各学校では日々子供たちの教育活動を充実させるため、また安全にも神経を使いながら、全力で

の取組を行っているところでございます。授業の間の時間でありましても、また長期休業中にお

きましても、当然教員は子供たちの授業のための準備や事務整理、安全の見守り、研修等に集中

している状態でございます。現状でのグローブの公開については、お気持ちは分かるんですが、

学校運営・教育活動等への影響や安全面を考えますと、広く公開するということはやはり難しい

のではないかというふうに考えております。大谷選手の思いである、子供たちの野球をはじめと

するスポーツへの慣れ親しみについては、しっかりと取り組んでまいりたいと考えておる次第で

す。どうか御理解いただけましたら幸いです。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  阿部真二君。 

○議員（８番 阿部 真二君）  言っていることは分かりますので、何かそういう機会があれば、

ぜひそういうことも検討していただきたいというふうに思います。せっかく大谷選手から頂いた

大切なグローブなんで、窃盗とか盗難とかに遭わないようにしっかり管理して、子供のために活

用していただきたいというふうに思います。 

 以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（工藤 健次君）  お諮りします。ここで１０分間休憩したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、１０分間休憩します。午後２時より

再開します。 

午後１時47分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時00分再開 

○議長（工藤 健次君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。１２番、岩尾幸六君。岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  １２番、岩尾幸六です。本日も昨年に引き続きまして、地震に

関する質問を行います。 
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 今年１月１日、石川県能登地方で震度７の地震が発生し、東日本大地震に続きまして、またし

ても多くの方々が犠牲となりました。心より御冥福を申し上げます。また、今月２６日には愛媛

県南予地方で震度４の地震が発生し、日出町でも震度２の揺れを感じたところであります。今回

の質問は、南海トラフ地震や別府湾構造帯地震が発生する前に、インフラなどの復旧の準備や避

難所運営などを災害のない今の時期に考えておくべきと思いまして、町の対応や考えについて問

うところでございます。 

 今回の能登地震では、道路の陥没などで多くの地域が長時間にわたり断水となり、飲料水不足

が発生しました。先ほど午前中の豊岡議員の質問も水道管の耐久化について質問されておりまし

て、日出町では１８.５％程度のことということで報告がありました。 

 そこで質問です。別府湾周辺で震度６程度またはそれ以上の地震が発生した場合、日出町では

どれくらいの数の断水戸数となるのか、また復旧までの時間をどのように捉えているのかお聞き

します。 

○議長（工藤 健次君）  上下水道課長、中山雅広君。 

○上下水道課長（中山 雅広君）  それでは、岩尾議員の御質問にお答えいたします。 

 大分県地震被害想定調査によりますと、南海トラフ地震で想定されている震度５強の場合、地

震直後の断水率は２０％で、１週間後では１０％と想定をされております。令和４年度決算時の

給水件数を１万１,４３４件で試算しますと、地震直後では２,２８７件、１週間後で１,１４３件

の断水が想定されます。 

 復旧期間につきましては、何が原因で断水しているのか、停電による断水なのか、漏水による

断水なのかなど原因の規模や箇所、漏水の数等、状況により早期に復旧可能かどうかが違ってき

ますので、一概に想定することは難しいとは考えております。ただし、水道事業業務継続計画

（ＢＣＰ）においては、目標は定めていくところでございます。まずは早急に原因を究明して、

一日でも早く迅速に復旧していかなければならないと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  日出町では断水率が２０％ということで報告がありました。

２,２８７ちゅうことは、かなりの件数の方が断水で困るような状況にあると言われていますね。

東日本大震災のときは宮城県、福島、茨城などで、断水率が６０％と言われております。今回の

能登の輪島や珠洲市ではほぼ全域で断水しておりまして、報道などでやはり水の確保というのが

ほとんど毎日のように報道されていましたことが、まだ思い浮かぶところでございます。 

 私言いたいのは、やはり過去、東日本大震災だとかそういうところの地震、熊本地震もそうな

んですが、過去の地震を参考にしておいてやはり一日でも早い復興を行うには何が必要かちゅう
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のを考えませんかというので、今回質問をさしていただく次第でございます。別府湾周辺で大地

震が発生した場合、別府湾を取り巻く大分市、別府市、日出町、杵築、必ず被害が発生すると思

います。また、その断水率とかいうのも違ってくるんですけども、どこの市や町でもやっぱり復

興しなきゃいけない、復興に向けて準備が始まって業者や復興材料なんかの確保が難しくなって、

復興が遅れることが予測されます。 

 そこで、やっぱり災害のない今のうちから有事を想定した、例えば三千件断水するんであれば、

それについては一日も早い復興するためにはどうすればいいかというのを今のうちから考え、対

応などの準備をお願いしたいところでございます。 

 そこで、また次の質問も飲料水に関する質問なんですが、輪島や珠洲市では、１か月を過ぎた

現在でも断水が続いておるというふうに言われてます。その給水、飲料水の確保には、給水車に

よる飲料水の配布が続いております。日出町でも、２,２８７でしたか、約二千件を超える家庭

で断水が発生されるというふうに今のとこ予測してますが、この断水が発生してから復旧までの

間、飲料水の確保をどのようにして確保するのか、計画をされているのであればお聞かせくださ

い。 

○議長（工藤 健次君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（中山 雅広君）  では、質問にお答えいたします。 

 断水が発生しまして復旧されるまでの間の飲料水の確保につきましては、給水車による給水、

ボトル水と水入り容器を運搬する給水が考えられます。日出町では給水車を備えていませんので、

日本水道協会大分県支部を通じて応援要請をすることを考えております。その他では、ほかの自

治体や関係事業所により借りて配給するか、自衛隊に給水車を要請を行うこと、また職員により

トラック等に給水タンクを載せて飲料水を配給するしかないと考えております。ペットボトル水

等につきましては、備蓄している分を除いては、購入して運搬するような考えとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  やはり飲料水の確保、一度に多くの飲料水を確保するためには、

給水車での配布が一番ベストだと思います。これも、全国どこでも給水車が活躍しているという

のは、報道なんかでも耳にするところでございます。多分、この給水車を日出町が所有していな

いということであれば、ほかの市町村もやっぱり取り合いみたいになると思うんですね。それを、

これに代わるものは何かないかというところ、その代用も考えておくべきだと思いますので、ぜ

ひ検討していただきたいと思います。 

 幸い、この日出町ちゅうのは、山田湧水、水の口湧水、それから観音の水など多くの湧き水が

出ているところで、毎日多くの方がそこに水をくみ行っているんですね。これらの湧き水の管理
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ちゅうのは、聞くところによりますと各自治区が管理していると聞きますが、有事の際にこうい

うそこの水を避難所などで飲料水として優先的に提供できるのかどうか、この辺の取組が今、地

元と町がなされているのかどうか、その辺をお聞きしたいんですがどうでしょう。 

○議長（工藤 健次君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（中山 雅広君）  岩尾議員の御質問にお答えいたします。 

 これらの湧水につきましては、まずは滅菌はしていない状況です。だから、滅菌している水で

はないので、まず個人の責任において、飲料水として使用するのは咎めないところではあるんで

すけれども、行政側が直接飲料水としてお勧めをして配給するのは難しいのかなとは今考えてお

ります。トイレや洗濯等の生活用水で使用するのは問題ないかと考えられます。最低限、沸騰さ

せて飲料水として使用するということは可能かとは思われますが、雑菌が繁殖しやすくなるので、

その日に飲んでしまうなどの注意が必要かと考えております。 

 また、避難所での優先してということですけれども、災害時には避難所に行かない方々も、多

分断水によって水を求めている方々もいると思いますんで、皆さんが水を一斉にくみにくるので

はないかと想像されます。そういう中で、そこを優先してというのは難しいのではないかなと考

えているところでございます。早期に給水車ということを我々としては考えたいというところで

ございます。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  ただいま課長が言われたように、この水は滅菌処理されていな

いんで町をあげての飲料水として使うのは、ちょっと懸念されるということで。やはり分かりま

す、大変分かるとこなんですが、個人の責任として使用されている人は、自分がくみ行ってそこ

を家庭で使っていると、やっぱりこれ個人責任でやっているんでそこは個人のお任せになるんで

すけども、有事の際、これは通常のときです、有事の際、やっぱり水が足りない、飲料水もない、

給水車もいつ来るか分からないから、一日でも早く避難所に避難されている方へのするときは、

やっぱり町があげてくんできて、これは個人で責任でお飲みの方は飲んでくださいちゅうくらい

の提供をしても、私いいと思うんですよ。そこが有事の際の取るべき行動の一つでの判断材料と

しては上げてもいいと思うんで、この辺はぜひ検討していただきたいというふうに思います。 

 先ほど課長言われましたように、やはり地元の水くみ場にはいろんな方が行きます。そうする

と、必ず地元と水くみの方のトラブルちゅうのが起こるわけですね、今、課長が言われましたよ

うに。それは有事の際じゃなくて、今でも起こっているとこが時々耳にします。ですので、やっ

ぱりこの湧き水というところは町をあげての知名度高いところとなっていますので、有事の際に

関しては地元と取決めをしておいて、町内の方を優先するとか、地元の方を優先するとか、何か
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取決めで地元と協議したほうがいいんかと思いますので、またこれは今後の課題として、地元の

管理者の方々と協議を積み重ねていっていただきたいというふうに思います。今のところを聞き

ますと、やっぱり一切町は関係しないような感じで受け取れましたんですね、それはそうじゃな

いと思いますから、ちょっとそれ地元の管理者と確認していっていただきたいと思います。 

 続いてですが、町長に一個確認したいんですけれども、先ほど有事の際、やっぱり飲料水とい

うのは大事になってくると思います。湧き水、先ほど課長言われていましたけど、滅菌処理をさ

れていないんで、やっぱり避難所への提供に関してはちょっと問題があるんじゃないかというふ

うに課長のほうからは言われましたけども、町長としてはこの沸き水、日出町に何か所もあるん

ですけれども、それを利用することによって早い時期に飲料水ちゅうの確保はできると思うんで

すが、この辺の考えはどうでしょう。 

○議長（工藤 健次君）  町長、本田博文君。 

○町長（本田 博文君）  有事の飲料水という点に限って申し上げますと、やはり滅菌してない水

を避難されている方に飲ませるというのは、次の疾病というか、そういったことのほうがむしろ

考えなくてはいけないかなというふうに思います。有事とはいえ、日出、別府辺りが地震を受け

た、被害を受けたとしても、北九州とかそういうところには水がありますから、ペットボトルの

確保等で、飲料水のほうはまず２次的な安全も含めて、私は地域の水を役場がくんでいって皆さ

んの御判断でどうぞというのは、ちょっと私にはためらいがあります。やはり何とかしてペット

ボトルを確保する中で、住民に飲料水を届けたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  了解しました。やっぱり町長も同じ考えですね。飲料水は、や

っぱり何らされとると思うんですが、次は飲料水以外でも水というのは必要になってくるわけで

すね。先ほど豊岡議員だったか、阿部議員だったか、トイレに使われる水、それから炊事、洗濯

などでも避難場所とか断水しているところにあったら、家庭でもやっぱり水ちゅうのは必要にな

ってきます。その生活用水、どのようにして確保するのか、この生活用水としては、飲料水じゃ

なくて生活用水としての確保をするための計画というのはなんかお持ちでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長、後藤将児君。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 地域防災計画では、災害時の生活用水確保のため小中学校のプールに通年貯水を実施するとと

もに、湧水等も活用していくという計画にしております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 
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○議員（１２番 岩尾 幸六君）  このプールの水の確保というのは、プール使用時じゃなくて年

中確保しているわけですけども、水の入替えとかいうのは定期的には行っているんですか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  プールの使用の時期以外で、水の入替えというの

は実施をしていないということです。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  やっぱり水は循環しないと腐ってしまいますので、ちょっとし

た２か月、３か月に１回は水の入替えというのを検討していただきたいと思います。そして、万

が一のときには生活用水として、プールの水が、例えば腐敗しかかっているのに洗濯とかしても、

あまり利用者はいい顔しないと思うんですね。匂いとかするとクレーム等の発生となりますので、

その辺も今後計画してチェックしていただきたいと思います。 

 じゃあ、次の質問になりますけども、次は質問というより提案となるんですが聞いてください。 

 日出町は、やっぱり古くから先ほども言いましたように湧き水もありますし、水が豊富な土地

柄であります。昔はほとんどの家に井戸がありました。今でも井戸があるところ、それからボー

リングなどで水を確保している家庭とかが多く存在しているんじゃないかと思います。そこで、

町内で使用できる井戸やボーリングを持っている家庭を調査して、井戸水マップというのを作成

したらどうでしょうかというのを提案したいんですが、なぜこういうことをするかといいますと、

やはり有事の際、水が必要となったときに井戸水やボーリングとかそういうところで、ここの家

庭に行けば水を分けていただけるのかなというような、そういう誰が見ても分かるようなマップ

というのは必要だと私個人では考えるんですけども、その辺はどうお考えでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 他の自治体では、災害時に個人の所有する井戸を他の住民へ開放してもらう登録制度、それに

伴う井戸水マップを公開しているところもありますが、日出町では現在そのような井戸水マップ

は作成しておりません。今後は、まず町内で個人が所有する井戸についての状況調査から実施を

していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  ぜひ調査してほしいと思います。井戸水だけじゃなくてボーリ

ングなんか、よく火事で行ったんですけども、近くに給水栓がなかったとかそういうところもあ

りますので、そういうマップがあれば消防署なりも活用できると思いますので、ぜひお願いした
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いと思います。 

 それから続いてですが、水に引き続いて大事なのは電力と思います。やっぱり電力がないとい

ろんなところで困ってくると思いますが、町内で震度６以上とか大地震が発生するとどれくらい

の家庭で停電が発生するのか、県の報告でも結構ですので、停電率ちゅうか、停電戸数というの

が捉えているのであれば、お聞きいたします。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 県の被害想定調査では、具体的な戸数ではなく約１０％というような調査結果が出ております

が、電力会社に確認をしましたところ、電力会社はハザードマップの浸水想定区域が全て浸水し

た場合は、町内で３,５００戸が停電すると想定しているということです。なお、浸水区域では

家屋損壊等が考えられるため、復旧については現場確認後になるということなんですが、この

３,５００戸につきましてはあくまで浸水による被害ということで、揺れによる被害の想定は難

しいという回答を得ております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  浸水した地域で３,５００戸、今回みたいに能登みたいな大き

な地震だと家屋が潰れたり電柱が倒れたりすると、これプラスアルファの停電考えられるわけで

すね。そうしたときに町内の全域とは言いませんけども半分近く、全域に近いぐらいで停電した

場合、復旧工事とかいうのの優先順位というのはもう決まっているんでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 事前に優先区域を定めているわけではありませんが、被害状況により、災害復旧上の重要施設

や直接人命に関わる医療機関や避難所などを優先して復旧してもらえるよう、電力会社に要請す

ることになります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  やはり人命優先ということで優先度、やっぱり施設とか病院と

かそういうところが優先されるんじゃないかというふうに私も思っております。ぜひそういうと

ころも必要なんですが、やっぱりこう見てみますと、今、日出の中心街ちゅうのは、ホームワイ

ドからあの辺一帯中心になってくると思いますけれども、あの辺も停電しておけば商店も分から

ないとかそういうこともありますので、やはり人の利用、人が集まるところから復旧をしていっ

ていただきたいというふうに、個人的には思っているところでございます。 
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 そこで、この電気の重要な病院とか、介護施設とか、避難所なんかで電力が必要な施設になっ

てくるんですが、これを聞いてください、我が家の倉庫の屋上に業者さんが太陽光発電を設置し

ませんかと対応してくださいということで、業者が設置して、私は屋根を貸しているだけです。

それで、災害の際には切替えスイッチだけで、家庭で必要な電力は使っていいですよということ

で、簡単に太陽光のやつを使うようにしているんですよ、できているんです。ですから、こうい

う施設とか避難所など、周り、日出町には多くの太陽光発電施設が存在しております。有事の際

にこの電力を必要とする施設へ供給できるよう、やっぱり町が太陽光の設置者と協議を交わして、

切替え一つでそういう施設とか避難所などに電力が供給できるような仕組みが取れないかなとい

うようなことを考えているんですが、そういうことが可能かとかそういう協議まで持っていくこ

とができるかどうか、この考えをお聞きしたいんですが。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 この件につきまして電力会社に確認しましたところ、近隣の太陽光発電施設から直接電力を供

給することは、設備面のほか契約や法律なども関係するため困難であるというふうな回答を得て

おります。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  やっぱりこれ困難ですと言ったら、ああそうですかで終わるん

じゃなくて、どうしたらできるんですかちゅうところをやっていってほしいと思うんですね。電

力は必要です、水も必要です、どうしたら水の確保できるんですか、電力の確保できるんですか、

町長この辺も、やはり今後町民のために復興・復旧は早くできるためにはどうしたらいいかちゅ

うところを今のうちから考えるような習慣ちゅうか、癖ちゅうか、そういうのをつけていってほ

しいんですがどうでしょう。分かるんです、私、設備面とかいろいろな面で九電が言って、困難

ですちゅうたら、ああそうですかちゅうのも一つの回答だと思うんですが、どうしたらできるん

ですかという一歩踏み込んだところを、今度してほしいと思うんですが。 

○議長（工藤 健次君）  町長。 

○町長（本田 博文君）  最初に岩尾議員が倉庫の屋根を貸してという話は、小規模の発電施設で

おそらく太陽光発電していて売電している方は、それがいつでもできる仕組みになっていると思

います。外との連携を切れば、自分のところで発電した電気は自分のところで使えるようになる、

それはどこでもその仕組みはなっていると思います。自分の施設で自分が売るのを自分がやめれ

ばいいというだけの話ですから、そこは私も話は大体そういうことだろうなと理解できたんです

けど、おっしゃっているのはおそらく大規模太陽光発電施設のことを言うんだろうと思うんです
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ね。 

 これはＦＩＴ法とかいろんな関係で、また大規模太陽光発電は高圧にして送電線に送っている

という状況がありますよね。だからその辺りで、設備とか大変難しいというところを私もちらっ

と聞いたことがあるんですけど、そのほかに契約や法律なども関係するという今のお話でしたか

ら、研究するところはどういう設備があるから障がいになるのか、どういう契約だから障がいに

なるのか、その元の法律は何なのか、そこはちょっと職員に一緒に勉強してもらおうというふう

には思いました。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  やっぱり何が阻害するのかちゅうところは明確にしとって、こ

ういう質問するのは私以外にまた出てくるかと思うんですが、そのときはこうこうこうなんだよ

というところで、ちゃんと説得できるような内容で持っていていただきたいというふうに思いま

す。 

 次の質問ですが、以前同僚議員が、阿部議員だったですかね、有事の際に避難所で必要とする

電力確保の手段の一環として、町で使っている庁用車をＥＶ車へ変更して、有事の際に避難所で

使ったらどうかということが提案されたと思います。その後、このＥＶ車の導入の検討が進んで

いるのかちょっと確認したいんですが、お答え願います。 

○議長（工藤 健次君）  財政課長、古屋秀一郎君。 

○財政課長（古屋秀一郎君）  それでは、岩尾議員の御質問にお答えいたします。 

 災害時の被災地や避難所の非常用電源としての活用やＣＯ２排出量の削減などＥＶ車の導入に

よるメリットは、十分認識をしております。現在、具体的な公用車のＥＶ化計画は立てておりま

せんが、来年度車両の老朽化による更新の際に、ＥＶ車を１台導入する予定としております。非

常用電源として利用するためには、別途オプション等が必要になる車種もございますので、コス

ト面などを考慮しながら、車両更新の際に、導入の検討を行ってまいりたいと考えております。

なお、今後の導入計画につきましては、先進自治体の導入事例等を参考に公用車の利用状況、そ

れから財政負担等を考慮しながら、危機管理室と検討進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  来年度ていうのは令和６年度ですか、あれから１台導入計画が

あるということで、前向きに提案をのんでいただきましてありがとうございます。来年だけで終

わるんじゃなくて、再来年も１年に１台ずつとか、２台ずつとか、そういうところを増やしてい

くような予算を計上していただけると、私どもも有事の際の予算に関しましては反対する者もい

ないんじゃないかと思いますので、今後ずっと続けて計画を立てていただきたいと思いますので、
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よろしくお願いしておきます。 

 次に、避難所について確認いたします。地震が発生した場合、町内の避難所に避難するであろ

う人数をお聞きしたいんですが、先ほど豊岡議員が質問したときに４,９５０名というような数

字が出たんですが、この４,９５０名が避難所に避難する人数でよいのか、その辺も含めてお聞

きします。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 先ほどお答えをいたしました４,９５０人につきましては、あくまで備蓄をするための目安、

これは県が設定をして、東北の地震を参考に大分県の人口に当てはめて、それをまた市町村ごと

に割り振った、これが４,９５０人になります。それと別に、大分県の地震被害想定調査という

ものがございますので、これによりますと、避難者の想定人数は南海トラフによる地震の場合は

１,６９２人、別府湾を走る中央構造線断層帯による地震の場合は５,４５８人というふうに想定

されております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  ただいま言われた人数、南海トラフがまだ多いかと思ったら、

それ以上に中央構造線とかは３倍ぐらい避難する人がいるということでびっくりした次第でござ

います。現在、例えば中央構造線の地震が発生した場合、約５,４５８人、５,５００人ぐらいが

避難されるというんですが、現在、避難所でこの人数ちゅうのは対応できるんでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 現在の指定避難所１６か所においては、これ全てを収容することは困難と考えますので、その

場合はその他の避難所、各自治公民館等を利用していただくことで、避難をしていただくという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  この例えば五千人を超える人数が避難するときに、指定避難所

１６か所で何名ずつ、各自治区の公民館ではどれくらいいるちゅうのは、これは大体のシミュ

レーションはされてるんですか。それとも今から検討するんでしょうか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  避難所の収容人数について、各自治公民館の部分

については、まだ細かいシミュレーションができておりません。今後、その辺をしっかり検討す
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る必要があるというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  次は関連でいいですかね、質問。避難所開設運営マニュアルち

ゅうのがあって、これは多分指定避難所でのマニュアルだと思うんですが、各自治公民館でこう

いうふうにしてくださいとかいうマニュアルは、各自治区がつくるんでしょうか、それとも町の

ほうで、危機管理室のほうでたたき台とかいうのはつくっていただけるんですか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 本来であれば、地区ごとに地区避難計画というのをつくっていただくと、その中で避難所の運

営等もうたってもらうということになろうと思いますが、まだ町内で地区避難計画の策定が進ん

でおりませんので、また防災士会等も今年度中にはどこかモデルの地区を指定して、何とか進め

ていきたいというような意向もございますので、また防災士会と協力して、各地区ごとに地区防

災計画の策定が進んでいくように努めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  ぜひその辺も進めていっていただきたいと思います。なぜ私聞

いたかちゅうと、自地区公民館、今私なんかの地区に関しては内野区なんですが、２,７００名

を超える人間がいるわけなんですね。それの例えば半分といっても、千何百人が公民館に入るか

ちゅうと、公民館は総会のときでも１００名ぐらいしか入らないです。避難ですると１人が

２メートルいるとしても、５０人も避難できないような公民館があるわけですね。そのときどう

するかちゅうのも、やっぱりそういうところで検討していって、今のうちから検討していってお

かないと、多分災害が発生したときには大ごとになるかと思いますので、その辺のために早めの

早めの準備ちゅうのをお願いしたいと思います。 

 次は、避難所開設運営マニュアルちゅうところを私読みまして、幾つか質問したいんですが、

避難所運営マニュアルでは、避難所内でのスペースについて記載があります。第２章の２節では、

体育館では１世帯当たりのスペースは９平方メートルとあります。第３章の１節で、施設では

１人当たり４平方メートルとして、１世帯では９から１４平方メートルと記載されておりますが、

この差はちょっと私読んでも理解できなかったんですが、どうしてこういう差があるのか、まず

そこからお聞かせください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 
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 避難所の空間配当につきましては、１人当たり４平方メートルを基本としています。しかし、

大規模災害の発災当初にこれを家族数に応じて配当すれば、避難者を全て収容することが困難に

なる可能性もございますので、当初は２人分のスペースを３人で使うということなどの柔軟な対

応を行うという計画としております。 

 そこで、避難所開設運営マニュアル第２章２節にあります１世帯９平方メートルにつきまして

は、世帯単位で配当するスペースの基本的なものでありまして、２人から３人の家族を想定して、

１平方メートル分の荷物スペースを追加して９平方メートルとしたところであります。 

 次に、第３章１節にあります１世帯で９平方メートルから１４平方メートルにつきましては、

基本的な配当を家族数に応じて計画したものです。なお、避難者が減少してくるタイミングで

１人当たり４平方メートルの配当へと移行する、そういうこととしております。 

 以上でございます。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  説明を受けてよく分かりました。ちょっと表現が分からなかっ

たので、また改定のほうよろしくお願いしたいと思います。避難所内でのスペース、今言われた

ように分かりました。考えているのが、避難所では家族ごとに居住区を割り当てて、努めて自治

区単位とか班単位で、避難所で避難していただくというふうに書かれているんですが、例えば班

で５家族、自治区で１０家族が割り当てられている場合、私もこの班ですが、この自治区ですが

といったときに、いやもういっぱいなんですがということで、このスペースから漏れた場合の家

族の対応というのはどのような対応をなさるのか、決まっていれば教えてください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 個人や世帯ごとに避難する時間帯等も違うため、全ての居住区を自治区や班単位で割り当てる

ことは困難だと考えておりますが、避難生活が長期化した場合には、居住区の再割当てを行うな

どで対応をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  これも多分町民の方で避難所マニュアルとかいうのを読まれて、

こういうところを知ってて避難された場合、やっぱり激怒の種になると思うんですよ。ですので、

やっぱり今のうちからこの場合はどう対応するのか、今、課長が言われたように長期になった場

合は１週間後からこういうふうに割当てを見直しますとか、そういうようなことを一言、文言で

書いていっていただけると納得もするとこでございます。私も読んだ限りでは、なぜかなちゅう

ことでクエスチョンがなりましたので、今回質問させていただきました。やっぱり誰もが読んで



- 91 - 

も理解できるマニュアルというのが大事だというふうに思いますので、ぜひ改定なりの検討をお

願いしたいというふうに思います。 

 次は、仮設トイレの質問に参ります。 

 今日も豊岡議員のほうで、仮設トイレの質問がされました。私もやっぱり思っております、避

難所で必ず必要となるのが仮設トイレです。今朝の報道でもありましたけども、やはり避難所で

介護とかなされる方なんかに関しましては、病院とか、大人で健康な体であるんですけれども、

紙おむつをつけて尿を足したり、便をしたりしているということで、やっぱり仮設トイレ行きた

くてもいけない事情、そういうのが発生しているというのが聞きました。やっぱり仮設トイレち

ゅうのが、日出町だけではないです、別府市、杵築市、大分市とかいうところも全部仮設トイレ

が必要となってきます。今日午前中ですか、仮設トイレの件を聞いたんですが、簡易トイレが

５０基、仮設トイレが３０基かということで確保しているというふうに聞いたんですが、各避難

所で指定避難所でも結構です、１６避難所であった場合、この３０基が行くと１避難所２基ずつ

ぐらいしかないんですが、これじゃ必要数が足りないというふうに思うわけですね。その辺の確

保、どのように計画されているのかまず教えてください。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  トイレの設置につきましては、先ほど議員おっし

ゃられたように簡易トイレ５０基、仮設トイレ３０基が町単独で準備ができると、現状はそれに

なります。このほかに県や国からさらに供給されてくる分がございますので、不足する分は当面

はそちらで補うということになろうと思いますが、今回の能登半島の地震等を見ても、交通状況

の具合によってすぐに設置ができないということもあるようでございますので、できるだけ町で

単独である程度対応できるような対応を考えていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  完全な数を確保するために、業者とか県とかそういうとこと協

定が結ばれてるんですか、そこだけを。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  トイレ等の備蓄につきましては、簡易トイレに関

しましては、町と県のほうで必要量の半分ずつを備蓄するというふうになっております。また、

被災から４日目以降については国からの物資型支援が来ると、トイレだけではなくあらゆる物資

を含んだ供給があるという想定でございますので、特に協定を結んでいるというようなことはあ

りません。 

 以上です。 
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○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  どれくらいの時期で仮設トイレが設置できるのかちゅうとこで

質問したかったんですが、４日以降に関しては国からとか、いろいろなところから出てくるので、

数としてはそろうということですね。それまでがどうにかしのげればいいということで、簡易ト

イレとかそういうところでしのげていけばいいと思うんですが、簡易トイレとかいうのは、全部、

数は各避難所ごとにはそろってるんでしょうかね。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 簡易トイレにつきましては、先ほど申し上げました５０基を町内で整備をしておりますので、

取りあえずはこれで対応していくしかないというふうに考えておりますが、今回の能登半島の地

震等を見ましても、計画通りに備蓄していてもやはり被災と同時に不足が生じるというような情

報もありますので、備蓄に関しましては、いま一度見直していく必要があるかなというふうに考

えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  ぜひ、見直しをお願いしたいと思います。先ほどの指定避難所

で１６か所ない分は自治区公民館などで避難場所となるということで、そういうことになるとや

っぱりトイレの数もますます減って足りなくなってくるわけですね。その場合はどうするかちゅ

うところまで、詰めて検討していっていただきたいと思います。 

 それから、あと大事になってくるのが、仮設トイレがたくさんありますけども、今、能登地方

なんかでは、し尿処理のほうが間に合っておらず、時間制限をかけたりしているところがあるわ

けなんですよ。やっぱりそういうとこも、今のうちからし尿処理ができない状況に陥るのはどれ

くらいになったら陥るのかとか、その辺を計算していっていただいて、早いうちから対応策を考

えていってほしいなというふうに思っております。 

 最後の質問です。避難所開設マニュアルの第７章の２節で、避難所はどんな暴力も差別も許さ

ないと記されております。差別にはどんなものがあるかちゅうと、性による差別、子供、高齢者、

障がい者、外国籍住民などと書かれているわけですね。外国籍の方が初めてここに出てくるんで

すけども、町内でちなみに何名ぐらいの外国人の方が在住されているか分かりますか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 戸籍の担当のほうに確認をしましたところ、１月末現在で２０９人ということでございます。 

 以上です。 
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○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  私、この２０９名の方が全て避難するとは限らないのですが、

万が一避難される方もいらっしゃると思います。そういうときに、やはり言葉の壁とか、日本の

文化とか、習慣の違いなどで結構戸惑われると思うんですよ。災害時の避難所での外国国籍の方

への通訳とか、対応とかいうのはどのように行うのか考えられていますか。 

○議長（工藤 健次君）  危機管理室長。 

○総務課参事兼危機管理室長（後藤 将児君）  お答えをいたします。 

 能登半島地震におきましては、被災した外国籍の方に対して国や県、民間団体等により、多言

語の翻訳や通訳支援を実施しているとのことです。日出町におきましては、災害時に外国籍の方

への情報発信や通訳が必要な場合は、県の災害対策本部の中に設置される外国人救援班、こちら

に依頼をして対応することとしております。またこれに加えて、町独自で関連する団体などと連

携できるかについても、今後検討していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（工藤 健次君）  岩尾幸六君。 

○議員（１２番 岩尾 幸六君）  県に依頼して、また県が対応してくれるのを二、三日とか１週

間後とか、そういう期間になると思いますので、ぜひ町内でもどのようにするのかという外国籍

者向けのマニュアルだとか、そういうのをつくっていただくと早く対処できると思いますので、

この辺の検討も今後期待しておりますので、ぜひ行っていただきたいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

散会の宣告 

○議長（工藤 健次君）  お諮りします。本日の一般質問はこれで終了し、明日定刻から一般質問

を続けたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれにて散会し、明日定刻か

ら一般質問を続けることに決定しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午後２時47分散会 

────────────────────────────── 


